
節

mu調
駒
~明
白

ω何
回
山
崎
町
格
制
M

鴨
川
別
沼

郡
川

町即日
U

耐

""η
日
明
幻
均
的

mu
抑

制

引

M
m駒
山
“
姻
町
駅
網
目
別
問
削
抑
川
崎

m
M
w
w
m
 

l

n

k

』
五

「一一ー市艮のうごe一一一「
J 回融〈酬醐川

人口 336.1112人什 3舗人.
JI lft.W! (551) 

11; 111.111 【 !Ul

L 主干竺J旦~.!.~_~!!~J

q 

だ民

J苦闘7

132e7s
ew
n
U
2
2日
2
2
2
2
2
2
2
2
Z
2
2
2
2
2
2
Z
E
宣
言

Z
2
2
Z
E
E君

主主長 if22量t高Ef
f;iiZ146kh1 
砲 、T f嫡 T-z型Z
fょ主面里rE毒 岡EM
ifH13i l i日
τを績 の < "'内 が.同
一 咽 0'1i A弱た尽 立>>・a

ji;;;;;;ij 
35;時苦 ffFF
REgia E主iS
H322ZE1i 
i!iiisiti 
:li i i i f 

、
、d

旬(".  

3 ら一~...~，.、̂‘陶ι.a."....句a鳥 ^'告のL~"・同t
...~- ""糾叶叫!怜札口

. 向u ゐ胡..で..  巴監'"仇、 .h ~‘ 巳"̂ 
色 ‘.酔ι • 句頃，，'.... ι " 
， . '，. .・.. 町圃..仏鱒

怯~"..~."噌.: 
I -週命08めた..、c，c開汀

1 ， 
4..'も

~~_-i _'!、
て?ー

一一一一
i
i
 

小
型

E
E

S
則
一三
拘
束
'if
 

S
司

0
1

富

豪

《9

2
三
八
二
葉

関ぬ
m
--aR
《
伺

》

z
-丘町一
一無

由
主

主

量

一一
ニ
一
里
品

-
R
遇
、

.ea
nwu

Z
三
閉
互
主

積
率

絢
信

〈
担
》

喜

三
四
五
五

1
2-

2
2一三

i
"
g明
E

S
E-一=夏

よ

E
S
(mV

E
--三
E'
-
E雪

量

一一
三
回
二
属

Z

2
8
 

2
三
一
八
五
泉

住
吉

2
3)

畠
逼

三
一
字
六
百綱

ueEし
突
き

i
i，凶に
よ
る

ご
内
は
先
月
一
日

2
2
以
下

E
:国
E

集• 
2
ニ
一岡
仁
思

犬
・
た
催
L
《

闘

》

喜

三

5
S

E
篇

8

2
=己
二
黒

自

4方
8

2
5
2
 

E
z
-

-
za 

し
ん
ど
う
・

-zv

z一
九
三
面

E
-突
き

2
2

2

 

E
-一
《釣
V

E
ニ
喜
一果

語

。A
警

備
書

一
一
八
乞
例
泉

z
z
-

2
-2
一一一黒

E

E
E
 

S
一
式
ニ
=
県

Z
E空
8

2
二八
O
一家

f
L3
9
 

2
一
一
主
量

&4
S
S2
a
 

Z
二
七

t
-
Z
(mv 

語品員z • ' E 時
前• '瞬"‘ • z • . 宵詰領

首

詰

Z
一一

i
'
圃
た
ん

ハ鈎
}

量

一
主

-a
E
豊
(gv

繭
畢

二
五一
一=E'

-
率
三
一

-a】

S
一一回ム

由一語

。‘m倉
じ

a
'
e
・
M

ロ

nd
ν
実
証
明

'‘ ・時
喜

一一堅

一票
1
1
 

2
3
E思
z
t
Eng 

-
--
一一ニ
一一大製

z
a
E
A雪

量

一
三
二
言

E

Z
E
 

S
二
一
5
一累

関
傘
働
謙
一

《伺刷
v

i
i
 

2
E
8
 

5
二一

z-

自

主

事

量

二
一
豆

E

-
崎
信

通

(
笥
》

.‘ ・両詰首-a術従
前• • t 首首話無

前

z 
Z
一一
一O
八
a

命
ω伺
健
一

門

"v

喜

一
δ
一一一家

古

E
-

喜

一九
八
量

2
5
8
 

・a
一九

οxa黒

2

2
8
 

一
尺

O
ムパ累

E
-
-
5
 

一
五
九
一
-

Z

E
華

一
三
喜
一集

Z

E
a) 

一一

O
-量

自

重
AMV

E 2 '陣
附• 疋• a E '眠• 

-
⑤
⑨
@
@
 

i
i
i
 

i路
三

一一克
也

三

t
i
i
 

j
八
O

大型し
t

E E • < 

E 
:iP1/4 

E z 
制 川 "聞酎

z 
閉 -.."'11.旧公酬 叩ニ山南刊 1・'"



奈 良 市 民 だ よ り 昭和62年 Sfllt]

rな
ら
/ル
て札かして
いも古代突■
曲
■
rv<
書十
一､そ
の甘t
は_早

′
t･
iLtL
に
ちな
へ
別
1々【けちれた∧b
I女■丈
の空白JI_
<d)f
l_

■
■.=■t
_ハ
｢十J
Cヽ
LC_■
十I
で

L.■
;
･JL._rT
r
_▲･V･J

x

]t
として

はもはも
t

の
シtL■-It
､ゥ
こAlで､P
_+
の托Zと

シ1
7
7'プ
任
てき
事
■で速
LP<
た
･_
rt
JJ_
*て
-一L.

jt和
川
カち7
′

の.
そ
のう
J,̂■■
CIrrII■

◆t‡
Jei,為
LP<
てJoiJ

フ
■'丘
の■な
<ら引き
●げ
.P<
iJ一t
はzE
出■JFは
この_qiZ′
十大

とが
･ハL
九
<
■
七とC付'_
がな
く
大
事
t<t_暮
′
▲-
<M

.R
円ハ
ニー
二

eけカさ<たまJMのr白-▼々と
にt
■き<て

-,qき,ど

P･,
ン
フ
ォ
ラ
型
の
壷

1-0
点

シ
ル
ク
博
に
招
か
れ
奈
良
着

日誉
冊
へ
月書
′フォ'｣
(t中で'-･･J-
t々
′イブの■十九JFt<
,

LJMLt,+

醇び
た■
にはハくt
tて
_た
こ<ちほ7
ノ7◆''
Ct■

･■●
t tL.

●▲IP_･_

二■
)▼t呈

(_)(fr4

<_
工4■E

tL人8ビtl)

■
JJ,q
ttSI
._

I

･▼
●lI[b
r_'_.I_

i;J:-_■▲ttr"
▼

r

-tl
Hlt
t

■ヽ三
■■

り
一丁5小
山ビ
ル

一*)▼■

tt.I_
t
I
r___J=

_I,
～__{
]__
I,
IJ

(Hl▲J(d
【TP)(>大Jr_

.zr
JLr_I+
山J=(
-
)
I

L▲■
●｣■■
t
●■
■■

■{'-,t;JJ_Y.･t.

-1･

･t<nq
Y
<
■
IFrIこ_
■コ
■lIJ

■
■

_t･A･二

･･▼■t
lC▼
▼■
-
･JL_
千.rな
LP
yt′tI-■｣

では.こ<
らす
べてかr暮
e
/

t,
I--I)(_Et■T一一■
-

▲<
4
1.と欠■
e′
-
ソ)
で

I_I,h

JLLJ?J･･Jtt

と
L▼ンの_
'JdJLんiIん

に

八丁
ド
盛
り〟
一

年
前
イ
べ
[%

畷

前

売
券
売

り
出
す

｢
1年
例
イ
ベ
ン
ト｣
華
やか
に

･.. )･.▲､t.r../.;I_

レビー'Tr■の■)の.LJl
1■■｢
) 一
tJ/
トTL
i

ら
丘なJ_ぎ
Lとさ
b
ヤ
4
血

■
.■
し
､･fL
.-･J■L

にも
▲<
た会■
tは
上EElA

■†Z人eイ一
-リガ-I

1
LJ
にJI<■H
r'▲■▲

は
かりの人
■に
.′■′■
･･のq
いぐ70人
J
t
f
L

｢はくち
にJ-もt
Jdつけ
て

わ

ー
･J
とt4
▲,tA
ウ1

■
■
■
■
■
■
▲
lH
I I]
G
E

q
で
書▲
と
シル′II-)～

イ
一-
レナ
も代書的GJZのシ

カと
'
′′JIt人化したJ
O

J
_
__
++
-

1I<
(～

歯
胤

倒

轡

rRjtの美■
上
_▼ご
JI

ノーン'
-
▼に､壮大
な
<'

-んでtt
さ.<ろ
｢なら
ケ

ルタ
'-rtLJE_
1で
l

牛
に迫
りNLた.■
■
EZIlJ･

t

に<たるJZ月
二十三
EZIには

†■
Jt
に■tlIC_
■■_

発が'一･>tL
i..
このf-

′
■
′′として
､歳t壬
■

I
_
TL<
r_
J■
Tt

q■
-p-A_
tLA
t

Jp･L1ト'
--･FL_
ItlL
▲
1
-人
に
t

e
広
げ
. r<

シ
<

′t
▲
トは
-
._-.Ill

､tl
t
.I

■i
で
;
It･d■●■■

■
J=■■
▲■■
で■t■～
･

(
･tt
'TJ･(.-,.ハ
ーJ

J.
rt■▲
●
■
-●'■●

_●
I
､
J･'
tJI
は_

t
と
暮
ん

で-
1T
e

f.9(も
し

(//J'･-.
_1'
;I
_

{I･JL･Lt■l■
r
■_
I■

ソーと
して▲▲
t
-tt
■
で

千.だ

<iが+Lfて
.Cか

ウ†十､
ッ

▲′lEづく･>ヒ'

▲t..
-▼巾で
IIIr<こ
J･

イ
メ

ー

ジ
ソ
ン
グ
披
錨

<
_
さ
ん
f
感
た
っぷ
り

こCE1
_ l

●I
Lt●
CL

ィr
tとしてpE<十I
Et'
○

■L_
_q_
･Jt
h∧l･寸.

▼入h'l
･●
ナナ
′′-

.J一l
t■
ALt■I
r†iJ

I(六古二三十五▲
のut
■Q,a

I,･,～
-_e
t;
■lFE
･J

ほ三けV干
きん
(大書町､訂

●
II
J
tFItE
･.J
JL

I_
'_
I,T
'
Lrf

.， ....笠i旦I" 
はるばる亀中海aら週陸路を奈良入りして司1均磁文化財関東
4ヒンタ で公"されたアン>，ラ型の・

りよだ民市良

~ 

司.

前
売
券
売
り
出
す

奈

「

一
年
前
イ
ベ

J

ト
」

難
や
か
に

0

・Aに
a
A
w
k
-

-e
mιa
l
eFは!
、.‘‘
.
a室

。
て
き
ま
L
ミ

副眼附下では.宕.，ずY
近.餓思萩‘血鹿由駅厭

:
;
;
iイ

内y巳ト，が姐鍵.'ひ.Ahh勾一げられ.，.L

九

i
開

iE

知
z
，
が
そ
「
工
，品.Eの
=
は
量
• 
:々と遷聖1ん主で:、=aiすE5の2iでz安5?
心

tL
 

て
?
〈
2
、
.
;
シ
7
怖
E
は
主

i

t

品

8，土;
一
z
5
i

大

ff
4
4
 
ペ

:
t
て
量
僚
R‘
Z
-
で

t
だ
れ
も
b
a
m
し
め
て
b
a

句
宇
ず
い
シ
A
N
'
a
m
づ
，
、
，
に
'

め
て
い
a
a
す
の
で
保
健
局
=
平

方
人
が
こ
ぞ
噌
て
・
・
細
L
て
〈
一
だ

『
使
館
の
美
知
と
'
e
u
ζ

を

f

F

1

2

壮

大

E
ャ

ル
で
側
価
さ
れ
る
1
h
悼
ら

ψ

i

t

v
陣
L

品
?
で
-

与
に
迫
勿
ま
L
た
・開
・
日
-
竿

・
割
に
め
た
る
阿
R
一
子
三
日
に
は

全
国
一
斉
に
・
売
，
の
-
m
一次皿克

容
が
鋤

a'ま
L
R
ら
r

プ

t
，tて
E
i

t
u
じ
め
車
産
で
・

3

4

2

1

3

 

f

t

h

e

f

t

軍

4
a
'
l
o
v
y
d
'
の
発
複
合
な

ど‘

-
B
E

・27
」

. ."勿

ア
し
v
z
l

r
r
A
F
-
-完

復
さ
れ
る

E

Z

 

-vyJRl 

y
y
y
u
'
 

『
-
伺
，

.
4

の
衡の
-
R

に危れ』

-
ー
な
ら
シ
ル

'
"
l
v
鱒
L

巳

費

量

喜

の

里
樽

tて

v

・77
，プ

終
和
闘

n
t，アい
V

ヲ

-z'視
の
a
-
u

E
ハ
十
九

a

a
関
川
二
十
二

て
震
で
t
る
古
代
古
里

ら
・
宙
局
1
引
・
・
げ
ら
れ
た
八
E

-
+
個
の
う
%
の
百
五
+
倒
晴、

は
E
O

ぱ
る
幽
-
e
h
v
'
'
'
r
v
k

u既
て
待
m
・
・
で
遍
ら
れ
た
も

;
t
i
 

t

i

l

-

-

2

 

.
伝
ど
の付
着
・
t
k
〈
本
・
慢

の
-Raされ
tま
まの

三
刷
、
ア

さ
れ
ま
す
a
そ
の
節
E
Z
は
旭
中

雪
量
の
苦
主
的
自
翼

者
U
2
2
慢
も
あ
る
企

}

』

と

で

盟

E

作

t

m
仰
安
集
め
て
い
-
z
r・

今
制
帰
-
R
市
民
返
ら
れ
て
8
た

由

緒

は

-

t

t

Z

R

i

a

-

よ
ー

な
ど
に
展
示
さ
れ
て
ー
‘
る
さ
--g

戸
ン
フ
ォ
ラ
型
の
重
別
点

シ
ル
ク
博
に
招
か
れ
奈
良
着

日
宮
型

Z

し
ま
し
た
・

:
ど
到
着
し

たア
Y
7

・aヲ覗
2は

Eシ

.
，
7
'
ι
m
'-A 

怖
で
日
本

ムγ

"
7
A
W
Mめん

v'

ア
神
宵
代
遺
跡
発

・11

z

f

z

f

品

a

f

ニ
れ
ら
は
γ
'
J
'
e
，
視
の
a
z調

!

"

t

E

m

i

 

t
『
な
ら
シ
ル
，
.
U
P
F
一

では
、これ
ら
す
べ
て
が
『
君
シ

1

1

4

%

青

2・

i
‘
と
突
僚
の
7
1
y
E

邑
開
示
さ
れ
町
れ
る
人
・
に
歴
史

と
胆
守
y
の
寄
，
を
ふ
ん
ど
ん
に

伝
え
る
こ
と
に
な
'
s
?
・

-mもの
と

t
e
t
ま
し
た
・

F

1

2

4

e

 

h
m
開
e
L
て
午
前
十
一
時
に

は

軍

人

=

E

7

7

り
わ
ず
8
『
時
間
で
約
千
四
伎

が
を
れ
る
企
ー
、
9
潮
先
よ
い
-
A
，

l
砂
と
す
t

t

・

i
i
;
 

こ
ぎ

マ
肉
主
貧
富
大
略
町
a

i
i
i
 

・
v
・
返
繊
a日首
m
m
-
a
'
'
J崎

=
:
《
岡
高
8
1
a

!
j・

東

a
a党
azR-R豊所内甲山一
一金
造

'
-
T
U
4
山
ピ
ル
-
m
v
v
鋤

文
化
情
・
e
y
タ
』
《
量
大
崎
町

-m
支
化
会

2
-a'bA 

公
掴
体
育

危
お府内
の
-ze--

u'7
a
，
』
《
樹
中
で
，
イ
b
金

5
-
E
?
見
え
て
五

一

』

t

E

'

f

i

t

，
，
.
由
R
・
は
a
r
黒
色
》
で
す
・

一
』
れ
ら
の
-
u
a
r
食
市
川
・

文

化

E

f

y

f

z
寄

宿ニr
日
》
で
、

“v・7仲
合代

通
齢
舟
・

a定
刻
行
醤
拠
Am
《賓

員
長
。
図
画

=iE

K

E

-

i

t

2

 

4
lド
盛
り
，
年
前
イ
ベ
ヌ
一応

一m
m川
市
川
町

-
S
と
と
め
t
z
-
N
N
E
-
に

T

t

富
E

K

E

-
が
a
ヲ
噌
『
E'の民
』
の
k
-
w
-
e
e阿
λ
の
イ
ι
F
ジ
ダ
ル

-

i

E

l

i

s

-

;

:

;

E

E

 

一

も
-1hv-w，
随時の園周傭&た

一
ぱ
か
"
の
A
・
位
『
'
J
A
N
，
婦

一
工
品
し
古
し
て
L
4・

2

2

7

5

L

企

て

ま
!

?

:

;

6

5

2

E

FURに
E
W
勺
時
て
〈
れ
a
z
L
一
喝
て
P
R
L
-
z
L
'
E

性

一

2
2に
は
雇
公
S
n

この

f
草

H
E
S
E
-
j
z

，
月
一
"

五3自
宗
奥
交

aa光弘
π阜
県

a
a
符
寮
-m

H
S
R
a
公
往
来
島
支
宿
主

・
限
録
京
劇
a
a
開
削
餅
剤
"
・
4

川征

士
号
v
a

H

f

l

l

Z 崎揚唱p

s-.岬惜の

マヌコゅト
考ヤ事タタ~"C'<

員w--Rae

A
t
a零

f
'
I
9
 

ゐ尻凶

b
pり公
z'して
ー、
た
「
な

康
人
化
L
た
周
回
聞
の-T
-
y
'
'
a
p
ち
タ
ル
，
ロ
l
ip-開」のマヨA

ー
の
也
、
ぐ
る
B
A
d
u
畳

a司
L
2
m
，
L
F
e
・
'・7・
F
1
8
侠
定

寸

は

く

ら

に

も

も

1

5

L

a

t

i

n
-
-Mと
1
8
4
守
重

ニ

E

J

i

-
-

A

で

E

a

t

-

F

E

2

2

4

u

t

E

E

2

2

w

主

底

-
e

・e
・-・0.，
，
，
.
，
，
.
.
.
 ，
e
'
 

入

2

2

2

宝
E

Z

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

島
章
さ
ん

情

-符鍋
め
「
k
'
均
一
シ
ル
タ
W
I

-

-

-
3

γ

z

z

 

t
-
z
i
T
 

・2自
で
凋

t
d
浪

漫

N
A
R
A
」
O
歌
手
の
島
寛

子

F

i

-

-

錯

脅
さ
h
ま
し
た
・

A
-の
た
め
に
T
〈
セ

た
4
1
、
，
a
z
a
v
白
亀
岡
シ
ル
'
'

i

=

s

l

a

t

 

a
L
A
V
企
，
a
情
感
た
吻
ぷ
勿
位

-
a
h
a
e
a
w
る
4
9
・
e
梼
め
た

千
二
曹
人
a
n
ら
絶
貨
の
納
F
-
m

i
;
z
tア

ー

ル

t

z

z

z

r

e
ら
ゆ
る
分
野
に
使
b
れ
e
す
・

'
A
ω
a
e
'
b
e
-
v
，
，
，
E
 

R
白から

f
i

人
六
百
手
z

i

g

-zし九句
-
A
a
仰
の
川
白
卸
値
仰
に

は
三好
成
子
さ
ん
《
大
宮
町
m

・
玄
.
》
姐
停
野
届
伐
さ
ん
《
優

位
斤

m
u
m
-
康
守
主
・
v

阪
東
風

き
ん
〔
犬
伝
m
-
m
河
内
・

G
窓

会
役
員
》
-n
選
ば
れ
e
z
L
K
・

な
射
な
ら
u
y
a
h
'
'
l
v

Z舎
で

は

E
L
た

2

2

m
y
'
'
-
v
'
'
'
ー
の
-
a
・

m・理体】ι
貿易
-
m
L
て
‘
.
す
・

はが

e一候に
g-
-an耐

え

ば

2

2

止

、

2

5

さん
』
a
i
、
，
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

2
;
;ーに
S
Z凶町

て
《
犯
を
ー
‘
.
ペ
ア
*
』
p
a
は
受

B
E
E・
暗

号
、

年
前

眠
纂
ー
‘
扇
醤
録

ze--ー、

て
寸
九
月
=一ι
十
一
隠
れ
摘
印
有
勉
》

重
で
に
自
長
人
Z
Z
，

i
z
?』
-
F
L

・

-E係。
一?
"
a
m
良
市
盆
大
緑
町
a
，

aBm庁内

・
@
三
闘
三
玉
》
べ
・

m
a
秀
作
一人
P

』
は
'
a
-
a
E
n

門
と
銅
賞
胞
作
=一一人
に
は
賞
金

i
i
i
 

t

t

E

l

a

 

t

z

z

t

t

 

【備
今
回
@
6
・
作
品
は

-w
進

湖
し
ま
ぜ
ん
⑨
一人
伺
a
屈
で
も

応
.
，
で
き
a
ま
す
③
入
湯
作
晶
の

i

;

t

会
福

島
し
ま
す
⑥
作
品
位
オ
u
，
ジ
ナ

2
2
衰
の
品
に
限
る
・

，.ma
，
 

am-司
さ

の
め
L
Z

で
『
E

，

E責
で

血
へ
の
カ

5

F

 

-
E

u

z

z

z

ん

E

ー
;

l

i

z

l

i

t

i

-

-A・
噌

一
健
闘
a・m-R
v
aazaRvt民・a開

一
野
A

・

。

。
• 

E精

'‘ 

'‘ 



aけ・す【64犠飛鳥乍剖

.明駅》

マ同
十
パ
れ
《
土
》
欧
州
'
mA匹

g
t
・
自
の
i
を

訪
問

L・眠術高eo肢を値切

発

L'r
・

-
仁
日
E
2
3
J

E
7
タ
E
M
E
E

l--，で也のなたのド
a'fa

i

T

u

f

t

 

'74・
f

で午後一時t三

時
v

・

E
I
1
5
主
E

指揚信仰・
A

智
恒
関
係
何
刷
幼

E

4
事
E
ど
の
突

通安令指膚府
P
T
A
を舗
n

-
r
k
z
r
a
f
 

3
9
1
で

a一時vt肉

5
月
刊
日

1
初
日
は

l
i』

暑
の
全
国
立
通
安
全
運
動

*蜘H マナー
を高めよう

今年も・1・の笑盆安全溜品問」

aran十-ut一一φI臼
agでの

十
日
司
令
聞
こ
f
に
a
，

OEq
げられ
-zす

i

i

t

i

 

t
s
z
T
Z
の

ご
慮

&zktqて--azす町守

-aにはAR闘でえ守主a十七

人
a
Z
E
f
L
言
、
.

s
t
t
1
・
2
自

で
4
t
t
て
すでに七人

てー‘aす・こ

2
1
4
幽
し
ずZ

と

6Faフ
イ

旬

hm緩
44遭
t

a駆凶と危句て‘.ze，.

そこ
で・闘の遺島では

i

z

i

z

 

T
S
T
J
E
7
，
 

V
に防

止

⑧
孟

LI、方畿によるシ砂ぺ

T
2
2
・
2
2

・
底
③若年浬住告の無限'nt事町過

銚@-a個・也Rat匹の過敏

⑨敏
健闘長
・・の・銚

z
i
r
k
 

-3

?

・8
2

民ee--の帽-ua富田俊民側

k
t
a
l
i
は

Z
のも
:

t

t
傘

t
 

時》'同十九制《火】NvtムF
ベ

ah，ヘル49ヲトのELL

-md71・・mの術劇ma帽

をhH1・ます。

V

開
二
十
日
ハ
主
肉
伝
車
の

ELi、乗り方昼夜山覗幽明毎
凶陽市
叩

で午前九鈴tE午。

も

12 FI薪御能

今年は13日「法楽能」

5月11千年の働問ι今に伝える康-R

Z
特

-
E
・
M
E

i
i
L草どお

り五月十
一+ニ"にUこ危

ιnhれます・azたt
今AWは引e

f
土
一
三
U
に
『
像
p
e

u』伝われます・

E

，.，錐は鋸年玄月Lr-H・

• のよ。
fε 
繍
織
的
危• h s 
問
自
制
問
鹿
骨
錘

m

g

d
ホ
ス
タ
と
-
-
-

i
j
 

i
i
l
 

i
'
f
E
A
i
 

f
-
-にZ
Lて

1

・asす【日meA，，

M信門別・
目ω刷花
賞

牛値恨の偉《小中乍綬V
⑧

成人め‘《高校生大掌生会

む

v'm催眠・闘M7切り両鋼板

《淘幽XM幽)
マ闘"
・自由

vi
-
-
E
は
E
E

解決への換華街えまたは人

権

E

S

E

-

h

h
Z
る
こ
と
・

【楓櫨聞
】他門Mamyqu慢の包

【中管企
w

⑨浪人の島市《-m綬

，
可

2・主
ンタ←が今毎度

も市民の皆さんに実術文化の自民鴫ゅ

しさに必れてもi"l悩うと 下d慢のよう

岬同>'~ /"'1'わ日A働行制
肘闘しています.いずれの行事もその

町市町よりJ駈で紹介し・

すので多IlClJ加'"さい.

Z

E

E

 

がe，eれははが-e太め周紙

S
 

布
団
翼
ち

-rq-

2
2
1
一
人
一
E
t

z
r
I
i
z
t
 

s
E
に
E
2
智

空
E

a
は

Z
名
字

毎もVL・ー、て亙月三tH

-zでに必・置で放のとこゐへ拠

出して，、どさー‘.

小中零生の毎はま用例和勧
府

知調会一金大崎商一
7

日

--一一一ニヘ

マ高校、

大掌4Z1成人の・は・mm和

封
筒
昆

A-zk崎町

富@一

一O
ニヘ一

S

E

a

t

t

 

Lazeんh'た作品の
嘗作

• • • • 

『
請
を
T
S
調
品
』
中

に
目
E
z
t
a

"

i

t

i

 

E霊霊璽室冨璽E
《押叫下問

問叫"叩
E叩→働問

同 1111)奮闘幽

「娘
照
明
を

m
-
どん亀
12
作品

犯
-

・で・・宮内

t
z
i
i
在

v
u
凡

M
t
一
U
R
n
》
q
a
也
K
A
m
で
4
2
h
e
で
‘
る
よ
'
に
思
吟
て

金山mMRA
ν
‘
，
.
午
傭
九
時
‘
霊
す
泊
す
-
a
で
・
"
の

開
b
分
か
ら
J
"
品
定
叡
傭
邸
主
，
に
制
見
・
m
m
a
罵
生
し
て
L
a
z

1

2

2

i

s

i

z

-

-

7

i

s

i

-

-

j

i

i

!

1

4

L

E

:

2

9

4

5

?

 

?

で

e

T

i

t

i

-

i

s

て

ぐ

は

一

言

マ同
二
日
《
大
V
術
劇
広
.
、
ま
守
そ
こ
で
幽
罰
金
め
樟
ー
、
味
・
-
R
容
に
-
Z
9
た
企
き
は
《
前
書

タ
lM

広

型

「

4

2

8

主

2

2

E

脅

さ

ん

の

E
T
E
e
-
4

i

i

t

y

i

脇

1

3

2

5

h

p
t
f
-
詰
?
で
自
で
k
i
-
-
a
川
て
〈
だ
さ
に

仏

a

L

Z

，

t

f

Z

P

E

S

-

Z

に

勺

い

て

型

t

f

f

i

a

t

-

z

t

i

f

E

t

t

z

i

 

究地安全島Ra吸
困

ε人
監
勾
-
-
z
L
Z
S
で
e
k
主
、
，
，
側
も
あ
色
縦
悩
詞
a
・
b
z
u

i

i

s

t

i

-

-

Z

E

員

、

し

'

f

f
・
R
卵
管
醐
》
そ
こ
で
'
a
e
*
a
n
a
同
列
智
一
は
と
ん
-
z
-
R
・
で
L
m
.
て

P

T

E

T

4

E

i

z

-

-

a

n

E

i

z

P

E

L

T

 

ル
ト
R
b
，
，
，
の
E
L
L
め
犯
組
事
随
筆
ヘ
宮
市
民
情
さ
ん
の
一
だ
き
も
.

け
れ
1
i
i

i主遍国間同一川間一ア
i
i
i
d

v問
。
五
日
昼
V

量
且
自
伝

一

「
と
び
出
す
な
」
ぼ
く

た

ち

一

・;ンム
マ3
7
=

一

み

ん

な
の
合
一
d

東

一

li

s

-

-

J

 

ー

!

i

uk低
旬
厳
T
-
A

・t与
え

業
し
く
お
か
し
い

'Aの.F』が
i土一日に.H旨

良

E
劇
を
上
潰

5

i伶
z?:'Zi》旨=f一忌が;そtiれ主ぞ;れPq

再t
:
広
E
a
i仰

綱軍T4士;一-嶋Tかt3h与i.
z
8
納守
3
i
れ
i
1
一
E
1
化
i
?
?
ja
 

こ品の2めf&品珂THt&t‘4午=後高阿目嶋空命工一
E制目悶E民E袋

7品
舟
E
-証'=のz公

ら
興

.

.

 '守耐4大A門.の
.. 厩皆の芝一
7-繍欄を勺ぎの』と
c

蜘白りリ岨倒隅L.童牟ム寸
τ
 

で耐
火門の・
』
が
a
1
=
百
一
作
家
本下
順一一さん仲町民話

は法豪語量』がそれぞれお』一寸おんによるa-aRaLコ一平
一

な
わ
れ
金
量
曹
金
剛
宝
生
一
寝太
郎Lの一一竃金手zm，
.E

脊さ
一

観置の佳張関車による隆之狂一
一
ん
届
出
し
た
来
L
4
a
L
と
E
撃
さ
ん
で
間
告
の

言

a怖じられef。タやみの一民話劇℃す幽・"は摩貧富R畑一字鋳重おさんか

w
aMらの，

aa勺余の血震にゆらぐ
-m
一ド

一

-

i

i

j

z

i

-

院も依存

、の奮は見るもののtut聞主一

め険界へと引き込んでLe--、一

azre 
〈周ー、合わev'網艇傑作会
一

【幽閉=昼寝町附鶴克也νタ
l
一

内
・MW一一一義URU一

-，自2阿であ.たをま.否z

"噌~."‘...昆邑

.白ν'9'μ9

，ピ..，，，."''''旨...
"‘ 

z・....

ιz・に・る笑ー‘の際作てす
E

【と盆
】大月一三十"でと午

後六時+五分開繍

皇

軍

E

2
2
e
t
 

国
2

5

t
z
t
f
 

【入・
2
Aa二
一千五
百円

B--一干門
【型
。
z
i
t
s
-

玄
化
匂
ν
'
《
竃訴予約&

ax崎町
撃す-
--E《
u-一一》

際文化合僧官昌也府側.

北
館
岡
尚
・

am

で
-

a 

‘七二土」一
• 
肉"4色'" 

E
t
a
t
 



政
U
凶

・

旭

川

(‘} 

7こたえt.l' 4.0 ( 2.1) 

111.051人に"し
192.60∞ω 

叫上s酬の居間酎臨み
τ .lft!と恩われるもの危ら
順位を哨甘さ‘

E町一同町叫園
岨圃一一
町四岬・一
山山叫.岬，.
.(I，"''''}1b..I::・問"芭

‘ It 't 
'.1.'" "‘ ."・..・'"，u LU I '01 ...陥.

mω7号

議盟器翻議:
2これ以'0人o.・・a雌カH
さえるべきf! 21.0 

，..酬唱団...めるべ

きf! 7.3 
4 こ ，~~f，μ..，

E十 100.0

E
s
-
-
.
，
 

E

・7
日

間

約
M
M

E
--T2g 

‘

陪
同
舗
U

M
阿

民島高

E.，.，ー
・

'un銅
凶
同
"

ならシルクロ ド鯛

。Jら危なtは '-'''''~“町旭道.

"蜘刻ヒ剛 崎 〈ら
はど伝聞叫.η垂九
..，・心がある “ .. 
2 関v~\r. ，. 33.1 
sこたえな，. 2.0 

1I 100.0 

。 .aMl00守と家良市観~周写

.記念して r伝，>."，ルタ P
川崎町醐判相川

r， 101!23 U t "t'fIi a公園→儒お
よび字削献酬 ~ttt "t ~

あなたは-・')~.!:""鮒qて， . 

" l佃.れる
2知ら伽
sこたえ，μ

" 

省2
'
o
o
 

m
η
1
四

。 【銅閣でc.胆令てもる』企..
h7(';;') 1，1，た11，rf.<'>. '" 
.，.ー噌J晴世伺噛

，量I..fcl>.olI:帥叫てはま

るものを，ペて濁んで下<!-I'o
LI瞬圃 g.，惜3紛
2 ・・u: 4.6 ( 2.0) ...νピ剖 8(14.4) 
4.' '"'す 5‘【 2.3)
5.<11，奥， - 32.0 (l3.7l 
6_'"/"1νヲト 12.5【5ω

7柳時"よ勿 63.1 (29.1) 
A.^~ "，;岬て 16.5 (7.1) 

..の鱒 1.( ( 0.6) 
"ごたえ，，1' 0.5 (0.2) 

針間人に"し
間引瑚 .)

。."たaーの「危. シ.，.

ト怖を見位行〈としたら

t;f>t.?I，こ.. 制してH
..必."勺道線〉

1.11-'ピ什叫附，川タ
.... f"'"慣に・るなんだ良川ド・3.2%(235%) 

2."''''~~-~DI聞のー・，・8
37.4 (20.3) 

3刊日一唱聞の酎
~ ・ 出 6

4 シル.~. f'DI聞の.，裏芸佳
など 25.2 mη  

S 品川~ o _ f'醐暗夜間
21.9 (Il的

eシ・，・ード2・聞の食べ駒
1U  ( 64) 

，シ偽・ー-，の.倒.・a
10.% ( 5.5) 

8その健 1.5 ( 0・3.ζたえ，，， ・・(2.4) 

齢1.051A.ニ"'
184.0 (1∞ OJ 

。."た" ニ'"ら・良市のa
日刊叫"'"(1'< 1:柑"
..どと息hh.す席、以下

S署員聞に0'てa・H 之島hれ
るものをそれぞれ2吋咽ん

で<f!さ‘ ・
(111.1:測峰。・，.
1上下底辺の・・ ..処使

の蒐"57.1匁 (29.3箔3

2生語道路ゃ-，""，‘・の・・・
50.5 (25η 

ヨ蝿帥噌.
4は.2(2!.O) 

4防犯.，包"眠@対峨のヨ巨漢
37.4 <HI.O) 

5附叩3判明相制
7.5 ( 3.8) 

6その他 1‘( 0.7) 
7こたえ俗、 0.9 ( 0心

It 1.051入。'.レ
196.6 0ω 。〉

凶文化a・.の・E働
1自慢..の保.

71.8~‘ (39.5%) 
2史.の傑令傑.

SU (30.4) 

z観光容受付入れ‘aの.・
2910・.，

4怖輔叫帥闘の定1・
27.6 (14.0) 

sその・ 1.5 (0.8) 

eニたえは‘ 2・(0.5) 

Jt 1.051人民"'
1持制咽。〉

"'制帽.....114
1道陣の.....

6U~ <32.3紛
川宿駅前聞の醐・0.5(鈎釣
...踊的帥

~‘(16 .6) 
. ..島市街‘の術柵姐

制(15.&)

'""酢酬..，【12.5)
6その. l.5 (0.8) 
7こたえ色、 U ( 1 2】
計 1四人民札

"‘， "∞ OJ 
(・酬耐醐崎健

1瞬帆 健体制の制
~.，対偶 7結〉

2社合側面栓M鱒の.t'.l!
49.2 (25.0) 

'.7校附酬の"
38.9 (19.&) 

4祉会殿"舗混〈公民剛・
会期伝的の輔

19.900.1】
s 市民泉州~. "の観剣"・ 00.Il 
ーその. ¥.2 ( 0.6) 
7ζ化え0，‘ 1.3 ( 0.11 
U l.ail AI::'埼L

"“"ω。〉

… …  
由粛良

mu『
捕
虜
公
正
泊
。
市
M
K
・
-
"
に
よ
る
弘
町
民
的
危
市
政
句
権

aL金
行

政
坦
傘

VLかか
げ
市
民
す
ぺ
て

a倹
趨
で
量
-
n
b
E
明る
ι
、
金
訴
が
で
会
ゐ
釜
ち
づ

〈
今
の
た

Z
E
S
t
--

そ
し
て

こ
れ
ら
箪
債
に
，
市
震
の
声
を
反
映
さ
ぜ
る
た
め
市
政・
思
議
舎
を

は
じ
め

i

;

ニ

f
f
-
J
i
m
-

の
観
度
を
実
庖
す

1tk盆
零
臨
.
の
芝
山
実
に
努
め
て
‘

2t-E-調
査
も
そ
の

一

T
L
J
Z
'一李
t
i
f
f
そ

S
E
E

-曹
に
宮
市
民
の
世

ma民
mする
-sau--m・規
定
に
み

t-vて
考

aι
を
た
そ
の

-aau厄
aRめ中
に
・
り
込
ん
で
由
実
現
を
ゆ

ub，
て
ー
‘
書
す
・

昭
制
'
一
年
度
の
調
査

uaa調
査
の

1生a・
m・実
L「
帽
の
拘
来
・
』
の

ほ
か

i
z『
な
ら
シ

t
i
p
i
-
'
f

ア
福
島
』
『
廃
業
』
な
ど
六
項
目
ニ
士
聞
か
ら

a
z
f
f
到
に
自
由

M

Tし
て

i
i
i
i
t
t
a
E
z

r
E
S
Z寸
J
『文

E
F
1
4
3
1ア詰
L12Le

里
昔
話

2
2
i
J

りよだ

「住
ん
で
よ
か

っ
た

/
』

過
去
凪
苅
で
市
へ

π・
5
Mm

の
費
者
皮
も
高
レ
ベ
，V 

。
生
活

-ae"-
ta--
慢

に

AYLて
の
舗
金
日
同
十
側
隼

a

b
ら
暢
写
闘
じ
賞
凪
で
様
吋
て
、

定
ず

-a佃
の
陵
毎
日
『
住
ん
で

よ

a
Z
8
2
2
t
m

z
z
z
E
五
十

E

ι
幽
鳴
に
拘
郷
台
に

-m
E
《

k
t
a

.守度

pdω2Eし
そ

の

E
2
2
2
J
aは

;
i
1
 

・zL
K
.
t
E
H
H
2
 

-
れ
民
射
し
て

R1・4か
帽
に
会

恩

E
h江
崎

2
1ど

お
千
u
M
g
B員
十

九

E
?
k
a
f

Z
E
A
i
t
-
;
 

2
2
2
t
Aで

L
た
・S
Tと
は

m
草

z

i

i

f

 

i
b
-
r
t
 

に
騎
笹
山
同
年
以
上
位
な
る
と
舶
W
M

以
上
の
ひ
と
が
『
よ

か
う
K

L

思
う
』
L
Z

[1 

日
間
関

f
f
h
こ
m

gm》
L
E
J
r
こ
れ

は
筒

Mmm飽
で

-eavた
の
が
急

百
害

τtも
の
で

-r

R人
ロ

8
2
e
E
L

た
と
も
え
-
a
L
4
'
・
以
下
支

里
高
二

Z
E
Fと

3
1
1
0
 

i

E

i
4
 

1
;『
i
i

着色
電

ae乙る
』
の
合
計
陪
哨
m

，

mと
k
o、
ζ

こ
厳
年
の
.
，
.. を

;
!
Z
3
 

4
J
L
1・
年
目
白

k
重
量
め
ら
れ
ず

L
Zも

i

f
 

f
i
-
-
f
 

に

E
E
-
-
2
4

Roaeた
ayu--&寸
-aehと
U

E
里

2
2
A
t

J
h
;
1
1
 

か
さ
』
【
M

0
・
布
》
『
歳
、

t
t』

A
M
2
f

i
l
a
 

s
t
e
-
-
Eで一貫

・
に

L
，
、
.
合
お
も
"
い
ど
こ

へ
幽

AV時
zeav圏
、
て
み

-zL

た
・
『
遜
限
価
え
帯
駅
付
近
が

お
・

7
z
b』
も
唱
と
も
多
〈
勺

づ
‘
て
コ

4・Rama-眠付
近
「
』
《
H
U

-
定
】
企
危
今
て
‘
.. す
が

聖
一
一
位

a
「

産

量

』

《
M

z
b
A
〕
企
K
4
て
お
今
、
一
の
傾

向
は
こ
の

'
H
S
調
査
区
加
え

ら
れ
た
玉

Z
E
E
t
ι

'
B
2
2
1
l
'
I
'
E
 

… …  

一割

i
寸
福
祉
の

需
』
を
あ
げ
る

h
f
i
 

半
島忠
を
組
込
て
、

け

ま

す

イ

J

O
符
来
@
あ
り
芳
酢

将
来
の
鎖
良
市

度

ι"する
軍
見
で

E'

ιttb
，hm
a
 

ば

人

υ峨
加
p
h

箇

F

aANAVた
‘
率
、
づ
施

，、

RVを盆
め
る
べ

JJ
 

eだ
』
の
円
。

ぃ

宙
局
‘
前
例
と
ほ
は
づ

T
Z左
，

、

t
l
-
a
 
r
 

i
z
s
 

〈

W
AVgに
ど

う
い
う
ふ
う

vham

烏
併
の
寝
わ
づ
〈

2雪
た
ら
よ

ha
そ
の

Z

-
f
t
t
A
E
5
 

に
つ
き
一
つ
海
銀
L
て
も
ら
い
a
B

し
た
・E
a
t
-
5
2
 

の

2

7量
め
充
実
』

寸

i
l
i

・』

b
高
〈
A
事
歓
を
緬
え
て

い
ま

t
Z測
で
は

R
E・一問削I • • ， I・圃冨圃

。
陶

2
2
主

E人
L
，

E-a
z
--ULI企
の
智
之

3aぉ
・1
・ゐ

:
;
2
4
1関心

一
目一

a.、一
』
と

abAn，
gLた・

:

関

心

度

1
7
E
m

-
-
ι
女
性
“

.
3
g
b
ほ
と
ん
ど

3
2字
'
Bで
は
何
十
代

=
雌
亘
以
上
玉
男
生
と
も
そ
る
。
て
蘭
〈

E
t
t
l
Z
A
t
 

--"
。7沼
化

“

g
匁
d
汚

5
8
J
E
E
-

-
一
も
三
令
代

baんで
ー
‘
.z
す・

]
::ils 

一
噸
一

@
周
銅
-a
禽
‘
悶
月

aら
手
御
手

町
・
且

伺

療

-R全
国
一
冊
‘
，

a
官“.

E
F

E

?
の

E

H
t
m
u
k
に
知
ら
れ
て
、
ゐ

ab
調
べ

H

・

eL人
、
そ
の
仰
硬
は
『

h'nvて

H

‘
る
』
が
刷

2Mと
嶋
"
に
多

・

《

長

ら

危

と

は

w
'

f
t
K
4
2
v
 

す

，.， 

ω" 

E叫

同降

'. ，. E宣i・

"'lIIU'" 

....・..固
'..・・・・i℃
:
i
 

F
Zれ
ぞ
れ

E
L
-

-zf

・

⑨
叡
a
宵
舗
健
.
，
.
曳
の
-
E
・

d
z
E鋼
星
空
が

も
唱
と
も
多
〈
臥
下
1
益
金

Z
Eの
充
実

L
4
2

E
E
Z
L
a
qて
お

り
ニ
れ
ま
企
・
M
企
陪
L

とん

，泌差..・の.化

1 ・.~...... ・"'.11;図。，‘ (27.5":>
2衡実。."42.5 (22 1) 
S判日脚叫喝

3・.7{20 Il 
・剛H 崎辰

31.9 (16.5) 
s 保持費駐の優輿21.0(10.11) 
6その. 1.5 ( 0.8) 

こ

t
i
l
l

R
・
へ
の
関
心

aLζ関
--seて

毘

t
z
i
:関

心
の
命
、
開
十
代
以
上
の
宮
周
年
齢

層
が
同
じ
傾
向
で
シ
舟
，
縛
へ
の

周
知
度
コ
か
高
〈
内

nemt舗

'zv
ニ
れ
に
二
十
代
が
勺



貰試買慧:監書芸

rttZIごこちJのfT価(辛LlBl)
JI_tl●■■L

上
土
'
｣

と
事
え
iJ

<
一
五
人

に
rな
■

t
､
●､-▼,

とi,すわて･tt

た
.
一人に≡
つC

■ttqJ{I.-′

t
◆
■
■
_
て
･.I

､ELIr■･1..

.A

-つJ
e
rI
ウ
一

色

でF
l･,
よ
山

下
古
札
●

史
JL
.

1C
4

_
_
.

J

■

IJL･..)
1r

づ･b
r仕1
▲-
○■IILJlL
_
_

T
Z
/.
･J

って者
凡冊

qこれ
.qちとe

･･･[･tt
/..･･･二･,.I-

.J..]lIIrLrrLT_

iJ.七も与一r
iJ

のは｢t史

ナ
t
n
t
'
へ
■

一
_
,
.●
■

I
.〇
､
-
ヽ

r.

･こ

せ

.
I

Lて+
らtる■州｣か
1方

で

■
H
と
一
丁.P
Q
人
山
t
h
つ

た
J
の
の

こ
C
〓
瓜
カ
(

叶
と

?
;
r
r
LJ
と

-.,+,t

E/_J
__If･,-.
__

て･.･'3
'
+

･･■･･
r,

I)
､

て
-
～)人
力
i
つ
と
pJ
多
く

女

技
で
･1
｢ギ
心
し
て
_
ら
t
TO
_

巾

｣
4

-
ツ

ブ
i
J
<
け
ら
<
士

Jt
牡
の
ま
ち
｣
望

む

fi
IJr
m
i
慧り

女
31化｣
群t爪仇
JlC
r

T
.
-
′､二
十
r
(
■

.I･..'
t_)とヽ
､
▼

･,Iで■

f■
EL･■
I
J
_
▲
け
▲
'
-

erT_t･.
1
r__
'
一

事

く
六
十
代
山
上
C
千
だ
■
i
J

r■
t

のt汝

t
t
｣
セ

jtfAZ
Iヽ
･
■
J
_

■
tT
_
_
_
r
･

.i.A.,■

く

uTk■･小帯
の
■
と
な

す
.

っ
て

-t十.

讐

良

桁
S.睦

-
爪卜派
Y

ま
ず

｢緑
豊

か

な
街
｣

つ
い
で
r安
心
で
き
る
都
市｣

ホ
熊
手
は
｢Jt
牡
の
ま
ち
｣
望

む
†
■
I
ハ
■
'
･
,
･
■
■
J

q
■
く
な
り
て
-
t
す
｡

O
t
e
I
T

L_f
r=L■t

C
鞍
全
J
･q
J
r
と
-
1

く

■
J

て
r
S
LJ
L
の
伽
仝

伽
J
J

とr'てJ･
■_とり
り

■

じ
で

す.

0

_cL(Y′■一
'一入
′

産

t
t
L
カ
も
r
と
J
I

く

つ
づ

..て
｢
妖
表

t
仏

.,_1
J11■●■ILr

､十十●II
rILCt')～

つづ-
て
-

JI･丁か▲
･_

に

L
t･･･_ILL-1
で.

t
↑

O
t
■
d
O

■
位

き
ちに
◆
一

で
書

け
iJ

五
つ
C

-

暮■
▲

t
.

のそ<
ぞ
<
.し
っ

Jて
暮

■
<
(
_
Ed
.
,T
_
J
て
.J
L

J
･･
.,
..I
t
C
_
r

l
■

_1

作
t
t
の
"

†
9

-

ヽ

･IL
t
C
･J
_

■
/.

点

Jrt
■
(
._
r
t
1

.

.llC
...
■
t
■
'
,

_
t

と

なって1.t†

周

知

度
･期

待
感
と
も
に
高

い

シ
ル
ク
EII
ド
措
民
族
へ
の
古
い
円心
も

因

削

W

…
シ
:
;
:
:
‥
:
:
い
:
:
:

l■qr～
●

_
■

■
ヽ
ト
■■
{lLJ
{L
′

･･
■
_
t

I[il_･q
t■l
I

十

■書JIだ暮して一
*
_
.

ip-1AZtへ書
■TO関心と

▲(C*,(f
片
と
し
て
■
､
た

E
く

rな
ち

･

/I,I-
｢なら
シルク
B
.け｣に

i巾ですQ
ノt
L
■

-I
G

t
.
.ニ

ー

･
●t■IJ■
7

▼

h

fI
■
■
･.r
lT

-
.
L

II
■
r
+
C
r
t
･
■
千
･
-_
_

■
4
AIIE
べ
て
rt
l
L
･<''
こ
の

/
そ

Jと
q
は
っ
き

り
L
Jp
L

く
ら
し
な
と
へ
の
■

心
書
J
i

t

L
iJつ
_
て
の
l
■
六

t
tLこ
た

t
t
し

た

J
+
C
Zi

tはlE
も

i:ASr
▼_･''t_･JJ

●Ilで
■

J

1

-

･

I

､

t

l

L

･

-

t

J

ゥ

こ

と

の
･
<

ウ

T

,

4

J

.

〇.■
'

■

r

'

0

_

J

E7

..

,

･

L

f

4

'

r

T

_

7

･_
I

▲
■
t
■
1
.
-
(
.
I
It
､

･･

し
た
.
そ
の
折
よ
は

r
{
U
だ
▲

J>
し
ぶ
か

･
-
ガ
て
書
も
き
く

｢
..
.
1
1
■
■
､
ナ
(.

I
ヽ

で

▲
上
ナ
レ
ヒ

ボ
ス
′
1
と

Ll
.
t
､
J･
r
l

O
.･lJ
I
T
_
_
dJ
t
d

_
▼

IOA
七
つ
のJI択
粁
y
小し
て

そ
の
中
.Qら
二
つ喜
ん
で
茶
･*

て
J
Jh
_
_
し
た
｡
こ
の
q
択
叔

4
'
.
1

●
,
■

I
J一
■
.

H
tL
し
た
批
点

M
薪
で
あ
っ
た

一
.
そ
の
中
で
t
l
符
Zr
さ
<
て

.4
'
.1
~

ヽ
･
一
･
･
Jr
_

∩
_
.
･●
▼
■
rJで
T:

～
l
ヽ
Jて
｢A
7TC
IJ
A

●
劫
3
%
r粁
t
CSE介
)

は
･-ヽ
で
▲
･r
LAA■

■
■
■
r

_
(
_
I
_
..
て
_

I･
_
11
'
1-
)
(
r
.
J

･,

lL
,
.
･･
,
t
t
J

はrl
r

■
に
か
<
わ
ら

で千均した*用

I
t

r
-
.

I.I.rII(_'-

じ

-.

一
..5
T
一
,
O

r

LO
2

67
0

0
｣
<

.

柑It至
芸

｡

｡

恥
で

｡
F:
.
ほ

.

~

芸

に

巾

■

蛾

.

ー
臥

f

.

.

i

f:
;

I

.

.

-

f

工

:
;
;

;

:

..

:

二

'･
i

f

ら

J

-
上

■

▲
抑

■
..
1.
カ

･<

し

▲

･

仙

:･
‥

.

;

;

㍗

;

!

∵

'-･

い
川

=∴

.I

;

i:
'j

r
.

.

.

. J
け

∴

.1L

m

;

:
I
"

n

…

…

岬

∵

;
-

tr

∴

∴

仙

…

…

ぷ

;

川
…

m
t

=

…

‥

4.

･.

蓮

㍉

‥

'

.

I

.
･.
叢

Z

.

註

キ

..

:

(

f

…

㌫

(

:

:

･

ー

会也選
E 
E 

P 

も
同
じ
て
あ
る
』
と
は
今
後
に
大

t

E

主

し

た

と

い

;

t
 

，. 

ま
た
邑
府
佐
繕
u
a
測
で
み
る
ー
と

悶
市
内
記
U
S
M
K
-
b
‘

〈

M

E

-

-
s

a

s

今
て
‘
奮
す
・

l旬

'" 

「
住
ん
で
よ
か
噌
た

と
?
と
震
え
た

八
一
玄
人
に
『
伝
ぜ

そ
'
E
号
、
ま
す
a
n

と
た
ず
ね
て
A
'
L

た
・
-
人
に
三
つ
の

2
2
め
ま
し
た

8

2

E

Z

 

H

2

・22

倉
も
つ
も
の
通
り
一

位
で
錫

9
Z
以

下
『
育
社
ゆ
史
幽
.

s
f公

衡
が
少
u
ー、
』
と
勺

づ

a

a

A

t

z

L

2

;

 

は
前
倒
と
開
順
位
で

E

E

S

H

 

v
h
a恒
a
a
岡
〈
伝
勺
て
、
ま
す

。
よ
か
'
た
と
思
あ
怠
ーと

竃

-

a
p
h
-
v
住
ん
で
よ
か
の
紅
と

z
b
b
峰
ー
と
と
符
え
た
人
は
陶
符

a
-
o
v
a

人
の
，
a
η
肉
附
人
己

a

g

Z

主

Z

Z

T

J

t

s

t

L

A

M

 

S
主
で
し
ら
こ
れ
は
菟
十

t
a
S
1
2
 

調
査
開
始
以
来
ヲ
t
-
A
'
ー
を
民

"
で
ー
‘
，
す
O

H

ア

1
ω
A
'
2
は

， .. 

のにで

Z
E
E

-君
E

7

2

』

a
a
A
J
‘
1
・

@
変
化
廟
嘆
の
徒
側
『
自
然
無
関

z
f
t
i《

-RI‘て
『蜘
箇
.
の
隊
全
保
震
」

と
段
、
て
U
R
ツ
前
倒
と
ほ
ぼ

開
じ
で
す
・

@
-
市
再
開
実
的
権
a
J
S
路
の

z

z

z

t

t

a

 

〈

3

=

E

駅
前
仏

君
E

『

E

Z

の

怠
俗
化
」
開
縄
市
街
砲
の
湾

p

a

t

-

4

4

 

昨
‘
緑
樹
で
は
東
衛
組
厳
で

『

a

m

E

E

L

Z

Z

E

L

f

;

 

主

〈

以

干

高

Z

Z

『

t
審
員
主
主
企

勺づー、

τ、
.
a
す
が
と
も
に

脚
"
よ
'
a
-
a
u
r
a
a
て
、

-a
ず。

。
E
E
，
.E@
眉
飽

き
ら

ι今
-
z

で時
2

1

・

sz

貧
‘
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
ー
、
て
震

Z
の
順
位
Z
を
し
て

I

l--墨L
'
そ
の
鮒
集
-
隠

は
「
作
'
賓
の
.
緬
で
“

'
z
k
"
E
r
?
e
f
 

之
依
遭
剛
院
噂
の
も
弔
と
も
鉱
a
n

'
た
の
U
『
鍵
温
開
局
留
の
舗
化
」

4
1
1・

1i;処ら

れ
る
の
U
写
生
.，
t
男
女
と
も

-
i
f
i
a
E
 

‘

t

f

E

T

4

5

 

。
t

S

S

E

-

E

i
，
g
i
f
 

t

て

F

L

E

a

-

-

し
ら

2
2て
訓
告
よ

り
L
が
n
I
M
主
主
く

3

t

t

E

L

話
3
%

で
あ
と
・
7
h
v
ヒ

d
m
R
'
ー
と

k
a
v
て
、
.
z
r

:
i
t
g守

;

!

し

て

z

t

E

-

Z

遁

ん

で

f

i

s

し

た

a

A

S

E

宇

2
1
:
lb置に

関
係
し
た
関
長
問
演
で
あ
A
V
た

が

そ

の

±

T

E

R

て

‘
る
の
は
J
7
7
p
自

の

--eピ
・
ず
い
2
a
R
ポ
』
で
忽

5
5
5
2め
一
塁

-

m

s

気
1
「
荷
凶
め
問
介
匂

時

A
で

T時
E睡

‘
伺
席
画
風
建
、
・
R
ベ
也
仰
島
曽
R
i、ti‘

重
し
た

-Eの
『
パピ

'
t

a
R
S
L
と
「
紹
介
』
U
男
女
留
守

聖
か
か
わ
ら
平
均
し

i

a
a
e
'
・
e
L
た
・
「
一
観
の
食
物
』

に
ほ
圃
m
g
&
a
b
凶

十
代
以
上
の
高

年
闘
"
に
縄
包
『
か

.
〈
『
鍵
似
修

警
は
Z

t

t

t

岡高め

若
h
un
め
居
に
期

待
躯
が
大
台
、
ー
‘
よ

，
で
す
@

市良

「緑
豊
か
な
街
」

ま
ず

『ω

.... 

2‘・

... 

1‘' 

つ
い
で
「
安
心
で
き
る
都
市
」

ヨ長

と三さと

高
齢
者
拡

「福祉のまち
」
き

す
-
a
た
二
十
代
の
n
L
腸
で
は

t
!
?人a

，
〈
キ
十
代
以
上
の
年
配
屠
に

。

Z

K

3

2

2

2
2
E
こ
れ
b
ら
ど
の

1
3
3ニ5
7

t

z

三

重

で

聞

き

t

i

t

i

s

史

a
y
文
化
の
奮
り
局
、
M
a
R
か
た
働

省

E

n

a

m

r

T

E

L

l

i

』;

で
a
同
ル
順
位
。
人
れ
の
れ
。

止

も

の

の

-

局

長

前

i

t
側
列
t
t
u
'
h
o

盤
写
胎
別
に
み
る
と
携
伎

で

は

1

2

2

F

L

2

5

2

t

z

i

〈

金

号
は
「
安
心
し
て
・
ら
e
a

m
L
a
，
M
7
プ
に
あ
げ
ら
れ
牽

-R

・R.
，

.

慎

重

四

蝉

酔

酔

榊

周
知
度
・
期
待
感
と
も
に
高
い

;;1:!i!;! 

陸自

シ
ル
ヲ
ロ
ー
ド
暗
民
族
へ
の
高
い
関
心
も

。
シ
ル
タ
a
I
M
F
随
闘
争、
@
関
心

底
自
う
7

2

1

ゐ

周
知
皮
肉
。
健
闘
期
待
蝦
魯
調

企
へ
の
場
人
F
m
と
し
て
畑
、
た

も
の
で
す
O

シル
9
開
ド
沿

道
編
民
畿
の
文
化
E
E
史
伐
街

L
L
a
ど
へ
の
関
心
般
事

ベ
き
L
t
そ
の
断
換
は
~
1

関
心

2

2

1

2

4

九

十

周

:

E

L

Z

E

に

聞
〈
三
な
ら
シ
ル
タ
開
t
d
'

隠
L
に
つ
ー
、
て
市
民
の
阜
現

品

m
a
"
を
調
べ
て
み
ま
し
た
a
ζ
の

T

E

、

Z

一

Z

E

ニ

れ
が
@
め
て
で
市
民
泊
シ
ル
-
F

E
t
p
舗
掴
ヘ
脊
ぜ
る
関
心
&

ー
な
ら
ん
γ

ル
タ
ロ

b
-
U
に

対
?
る
期
待
-
E
7
か
術
賞
ta
aZ
今
て

、
る
ニ
と
が
は
。
き
り
L
'
L

K
m
 

議良市の初来.

.伝たiム ←れ均らの."の

うえで奈良市がどのような働市

にFよる ζとが調ましtとOhれ
1問、臼つ酬〉

..燃や支化財を企bι t~.w.:i!

や文化め司'"郎、 Utll. ，~

.市“ 6%(23・.，
uの.hO・'..・・kど愛
.<・-な事喰.勺<~'Io!~ン
Lて事らぜる.甫・3.8(23.3) 
3.1慣や.人な<が火傷比重も
られすべての人々が跡，.

，副の酎J 3-1.7 (18.5) 

‘生温の便がH 買働がaじ
め.らしのすべての圏、，".

な肺 削【"η
5公容の".定..さかんιし
市民生活をうるお"企ので

きる闘のある師
2日5(11，5)

， .少ーすの来末金It(. (み そ

の能"をのばす..測獲にめ

や曾れた庫前口.5(9.3)

7その・ L2 ( 0.7> 
a ζ仕えFμ 0.6 ( 0.3) 

."田俳句L1117.1(醐.，

"'SU主 将来"'拒良市の入自
網目加ーっ、てどう対処，..山

、，思われ.す110.~νaたの鯖

じがー・最も近、 ιmはれでr
"0 
1 人目細血町2止め foJlfl"~ ち

それに見合司た，"，づ(，. 

aめる ~，~ 71.0省

U下右上調へつづく

6阻脂性.治.，.去の'".， 
7その鎗 u 
sこたえな" 1.2 
u 曲。
帥ためh宅でU*IIl't'1I:伽z
‘〈場合 "'にどこへnllれ
Sず，

2近畿縄文.駅付近
2重量裏縄振良駅付近

3， '"阪方蘭
，.の値め奈良市内

5近畿令圃蔚駅付近・J時開付近
Hその健保内
8_~.}j扇

.近長編大宵駅付返

tO，.f"1)値

口ニtえ危‘

u 

M
 
3

4

2

2

3
4
8
ι・
2
6
・
。

お

H
u
u
u
m
7
0
0
0
1
2
瑚

"I~'~""回一 明，...制

生活環境

叫r"~l t 豪良市山臥叫

。て削船二.，η1ます"0

， ，匂.欄 10.9'‘
2.3_7年.t:iI 11.8 

3.7 -iS字通.. ・ n， 
・ 1ト~，事未iI 22.5 
，~年以上 ~‘ 
'hからI;r¥. 0・
7こ飢え自主‘ " 

u ∞0 
O"fa~11 軸市に住んで「ょ

かイーHh思Lです"0
1よ，，，化と思う 77 .5%' 

2. ..1/)..，叫恩わな、 " 

3どむら企も、えな‘ 15.6 
.. ゆら色、 ..， 
5..:.t~~rl、.，

u ∞o 
。 〈前問で rl，h...，たと.うJと
.ぇ'")jlニ〉どうhうと』ろか
らそう1o"，r.\叶危~ f-rか.

(1つ遺恨〉

1.(J開肝心
~.，鬼 (28.9$)

2.....11:t.!e.. ~・t>:j.，

制'"・n
3公曾IJ"少加 ~.，【"ω

~.1l1'l1l山 31. 8 【 11.5)

5.tr....なれtかち3L3(1¥.3) 
.，を温b便利 22.0 ( 7.9) 
Ul1U'境がよ'.7.5(2.1) 
日航酬 5.9 ( 2.1) 
'人情がよ、 3.1 (1.¥) 

"細川‘ 0.9 (0.3) 
11 "をの. 0.7 (0め

"ζ'"J..な，. 0.6(02) 
iI 815人ι)fl.277.3(100.0)
。〈・町々 園で r1."...，1とξ思わな
¥ 'J t宥えたフ町民)l;'，‘，ニ
とからそうおr'.1巳!(? :tず
f).. (3つ趨奴〉

1物価崎、 59.1%引 IX'
2人間保山 <tn 

45.5 (]・"
日iiIi.d'，司副【16.0)

・慣例柄三本使 22.7 ( '.4) 
5..".喰が思忠 18.2( 1.5) 
f. "'.，、る訟律上町富幅約《古.

'操作硲貝殻.区fd;')j¥'，，. 

す，る 18.2( 7，5) 

7公'o'fD:多 u・(U)  
..，町社Jみ史跡名.が1跡、

6.8 C2.8) 

M 咽賓がよ<t"， 
2.3(0.9) 

lO，."'T'.l・‘。， 0) 
"その値 13，ti ( 5η 
12. .:仇え ~l\' ~.5 (19) 

"“人に婚し掴筑間ω
。ゐ危たは奈良市に~...!I!!じ

.すの.

l. .<~l・金感じる 21.9% 
2.1h1h~1・ ，.じる"..
3とむらとも、え年、 13.2 

..傘。1f:."J!じな， . ~. 9 

S令1f:."J!ιな‘。，
・ζたえ，μ ，.. 

Jt 100。
判岡町.たは"杭1~J1
に)hla~1 広 ...のどーに
.・I::loJ!じに.，り t"" ~'. 
1.1I*.1:伝統の.かさ “ .. 
Z 備の.~<;'!- M.O 
S 帯電~~"I. 町並 12，2 

・""で.笹~.，ま も " '̂ 蜘釦，， 

昭和"年'"'困(，( 



で斤市一見d t汚JLP ら …票市民如 一に よる苦言市政 の推 進 へ●}空言65人を委嘱モ重 喜雪雲 三

㌫ 主E■ i,t1.- ∫1■ 蛋Il< コ̂二IIlI■■■■ fLiil■ itいJI+LA<Tl●で事t■一lも●lJLtこjBttlで､Lの｢lこ布▼0で7B.)の▼でEJtL.1さモ人だてJtんのJ去雷tT芸L!TLL■A7-●̂こL■11十も■その‡二人れt一)一■`

tl三fll■t■ノこZirIt ●JgLぴす人oA;…ぎ主票差,'lL蓋警護2LfL宗主O 呈霊鳥:蓋空軍芸を三幸lti‡…言苦tL薫B等t主音意主と空と≒ 大ilTーI 丁冒 .T

TT+円T■Jt 蔓重き書芸緋 董…○ trの{=のXEd■''-.FTqVtJE行 中LitJ:HのbZrF'の■一Tl山f山■r誓書会i 宅才芸首 ■■■■■一▲メrLrl*羽杜

臣I7､一̂BrjtLJ1本〉 ◆■一二人 ヽ妄至維 …手芸JさAJAL生◆Lt≡鳳毒茸ナ シ■ (■■山▼T三.､由LLJとわp-*ポ+rlJrI=■r-q′､土NT､一▼【Tu▼世tH､一山●ー■~▼H}H▼■I▼中
*:と JT1■ー■r6こ､ノIJIq EI J JtJL4

Tk■q点二三､̀▼ー､JzLrT▼≡▼▼ 一一■▼▼之■■- ▲一l鮎 雪照 芸 茎裏書i筆 : :皇軍琶了王.､t'■ 仕･4､■1あ ■ 事皇く〒 全音伝空のA晋■-/ ■■▲■ー▲′､Il-rTrLIfl▼'iJtAで 一円IL､■■ll′-網棚lm さ'●tJさlJL. ▼ ▼引 し■->たtJAJ

JfL 書と ¢- ど■ ■.甲 ちi_+事 生■■●■ は てtlい●■:;->{て'い↑一一lJr~e■■■14-E2

t★､ウ*TF81■王;雪悪 事;+ ! ?雄官王へ は芋苦.-....-r■にとTI甘IIJ)■■l十■〇八

一十flLt i軒 重吉 :蓋善喜 寿; 麦 iu_こし注し至芸'=.蔓芸JIノー′仁一 -卜暮*l=丁対○し■■■◆t■iして I■■LJll=▲i h91く灘 …詔で王台ま三吉i,i-;…云童:言付7r暮⇔+L> u l k ,;魂 去 .ニ 諾 .- ≡ 慧号ござ㌣牒 :=さA.葺き壱毒蔓二二 芸慧 占 ▼円_tJI1○●1◆■▼■′ナ苦LlB旨:;DIIMIL=で′′tTつ■三:喜i三'!芸才号!円芸-̂ ▲9 -沌 T̀flfLt

JL<+++

th>+Kf='/=l一 ■▲11暮夏 10さ′Lの 7でA.l+ てIの

●こ.ヽ ト■■t=rlt■Lf+Ill■■ ^ ー n 1

BZIT … lqL ll ℡ -ln一I 1m .､▼ ▼′＼JLJI+lId妄言A至…蓋への IEt萱… 看董∨IEIldO､一1■t>中●●EP f=LJLI●て公 ■JI十七はltttニ̂ ト■ t ●一 一一一■<n ●*t■ こ当 幹+

- "Jt■ナ丁-で■II

(.) 附属施2'酔s月1臼。よt.!. 民市良覇権.ω，~ 

65人を委嘱
!!市敏モニターとI!
11ママさん椅滞員 11

麓
町
》
小
網
鴫
-
R
【芝
北
町

一
T
“
v
開v
h
刷
，
卵
-
R

【a
g
町
】
'v
k
-
-
a

=f
v木村

明
f
A険
信
町
】
マ
凶

'RaRf《
丸
山
一丁
目
》

i
T
i
 

町
》
マ
縄
開
催
眠
圃
n
R阪

原
町
)
マ
鍋
谷
-
w
f
《邑震

安
?
ιE三
丁
目】

マ
合

図
.
野
《
a周
M

尻
町
肉

r

Ezi
-

-宅置鹿町
》
マ
衝
択
鴫
息

《字
国
四
大
卵
町
三

"
v
v
句
hw
Z
子
m
閑

a'bAmam町
】
V
M
"

5

7

s

-
Z

平

安

至

【

Z

E

V
2

2

中
州
f
A芝
泌
町
一
r

g

Z

《ニ
B

E

A

M

-

-

z

伽
網
一《
・
・
陵
町
】
マ
百
回
m
v
-
R
e一丘ニ
r
u
》
V
出mea・
7

健
F
宰
a

a
一γ
M
》
V
・
幽開

《aE重男
，血
六
γ
M
M
V
中
小
包冊

W
納
金
子
縁
町
】
帽v
・
鋼
事
-R2
子
舞
棒
f《畝・・町
v
v
w円絢子
《樽

圃
朝
日
aA町
二
す
“
v
v
ιに
岡
弘

功
二
r
u
u
v
両
岡
実
佳
子

Ae

里

E

E

E

古

の

Z

E

E

-丁
目
v
R

里

子

《
あ
や
め
ま
一
一-

E
V
E

-

二

豊

岡
r
g

v
話
予
吾

正
子
《
-
m
u
k
尋
町
四
a
n
v
v
関
一恵
五
1
"
v
v晶体
出国白R・・(直輝

君
み
子
《
E
町
V
I

E

-
E

2

2

z

z

z

f

3

2

E

Z

否

自

主
一

回

二

E

E

Z

Z

一1

る
も
の
で
z

t

六
十
人
J

7

i

t

l

の

眼
で
怖
の
温
鱒
-
m
e
-
-
a
m
星

島

12
rて
E

L
、
Z邑

2

『前

世

t

』
に
陽
平

。も
ので
五
人

J
t

h

L

L

Z
t
で

E

-
z
R
E

S

L
主

t

i

s

-

a

急
議
'
彊
個
合
同
E
R

一』t

z

z

r

Z

E

の
人
E
t
t
a
t
小
同

厳

島
野

崎

》

市
政
モ
ニ
タ
ー

を歓
迎
す
る
と
と
もじ

hvb，

"
l
A

2

2

m
E

R

 

t

i

弓

i
t
-
- し

ょ
"
は
点

t

i

E

i
;
a
 

2

5

2

2

F

自

に

A
Z

-

-

E
f

t

s
 

す

互
ι
‘
ず
〈
れ
た
も
の
ι
マ

ー

‘

き
らに
詰

高

t

j
f
k
 

一行
広

』の
あ
と
a
k
s

am鯛
-R・
を
訪
れ

古
am必需良
の

・
の
昆
嶋
監
た
のし
み
ま
Lt・

E

T

ー

に

は

菌

作

家
代
表
掴

《団
長
陳
列
寝
中
M

E

E

t

-

:
 

玄
人
も
ax
-
-
良
市
慢
所
東

大也事
u
t
e
u問
し
ま
し
た
・
・

写
賓
館
主
文
化
繍
か
ら
@
・
u
v

t

E

E

E

l

 

-
。

。
o 

"
v
v
a闘血晴
男
《
uat町
》

m
-
実
-
m
《食
市
町
》
膏V綱
-m

a開
λ
《ea費
-7ι
皿
岡
r
M》
v
a

a斤
J
一す
《K
官
町
向
l
"
》
"V
-

1
-
i
z
 

《・
-
R
西
町
w
v
・
園
南
幽
慣
《
歯
剛

E
E
l
-
i
 

町
》
脅V
怪
発
布
之
《
他
岡
町
》

マ

笹
本
平
.
《E
M
-
-
日
野町》

台V

E

-

三

塁

一

T

2
2

2
B《量
2
7
8
v

a
関
・

《粛
麦
町
》

八
-
a清
二
《
術
大
寺
北
町
三
了

H
v
v
am刷
uE

A
-F圃主
二
r

n
》
マ
矢
野
M
刊
息
ず

《六
a
a
va

了

g
v
山
建一
↓-
e
a
-
m
凶
中

堅

守
山
鋼

E

E

E

V

山
間
鍵
車

《鉱
盤
町
】
マ
山
村
・
m

g

富

.
一一
扇
町
一
T
g
v
-

t
i
p
i
 

会
員
募
集

Z

T

z

i

E

1

 

4
は

っ

Z4η
買を

z，.m
Lてー‘
aze'・

z
'
t
h

t

f
は

草
2

で
E

h

h

今

2

2

2

2

E

N

E

 

t

A
t

z

f

z

t
 

E

Z

主
・
公
共
官

品

E

E

-
2

2

i
 

-
2

ι
b
a
h
t
s

z

e

 

市
で
収
集
し
な
い
ゴ
ミ
は

一

一

直
接
億
人
か
処
理
集
者
へ

E

t

Z

1

3

a

 

は

w

e

-

-

z

L

て
i

、
ま
す
が
次
の
よ
a'hゆ
d
e

b
it
-

富
市
繍
喰
縄
安
J

場
へ
健
λ
ず
る
a

下
噂
震
の
-
・
宮
町
無
情
処
膏
寮
且
値
目
作

他陣領し
て
〈
だ
き
、.

〈
飯
事
し
ι
峰
、
J3
s
v

守
衛
家
所
や
富
岡
g
b
ぽ
企
aA巧
貸
金

した
4

2

V
引
4

・
L
危
ど
で
一

時
的
に
多

組思に州
た
J
3
a

A

g

a

-

-

下
擦
の
E
・
2
2
Z

E

E

-xけ
て

目

で
聖

‘"の
収
-
m
k
行
令
て
ー‘
.. マ

聞
東
子

《大
喜

子

E

V

台本

一-
男
《
守
闘
"
“
町
v
v
・

0
E
之
(
内
侍
原
町
》

，
マ
マ

S
ん
特
派
員

金
g
穿
且
費

《油価水町
》
'v
砂
本

m
-
e
《青
山
台
'
T"
》
帽v
gゐ凶
η

み
《出
M
R
敬
町
》
守
凶Eb--RF
《禽

幽
・
4
-
T
Hu
-
--一
一事占鳳息

《k

管
内
町
側
l
HV

3時

Z時

た
-
人
依
償
r
'
@
岨
司
AWの
r
-

H

2
1

b

り
で
サ

v
-
人が
偲
入
す
る
・
A甘
a
百
J

コ!!?

L
e&
Lた。

亡
妻
供
益
百
万
円

土
岡

EEヘ書

西
文
帯
電
豆
町
め
上
聞
a
s
さ

ん
R
ω・き

が
開
月
二
令
目
前
役

E

T

E

E

-

a

 

Evn
円
安
眠
E
L
aE
LF--

よ
れ
は

今
年
一
三
月
八
"
に
C

〈
危
ら
れ
た
a，
e
z
g
んの
-w

E

t

z

i

:

 

'
y
'
e
?
a
・
vh
険
み
官
て
ら

れ
-
z
L
f
z

入
金
f

u

z

z

込

m
u
g
《闘
争も

γ'の
ほ
か
各
出

量

産

所

公

量

に

・

ぇ

付ωnvζ
UE
入
の
，
え
考
古
鳥
つ

一

敏
》

会
穂
子
門

《匁
a
v
ι言語

a
t

i

t

i

-

E
T
--
聖

書

干

M
耐

震
鱒
&
・

・
・
闘
のXU
側
》へ

ゆ
L
i抽
ん
で
〈
だ
き
ー
‘

-事
た
開
・

γ'で
は
‘
防

組画期
の
-z
・
ゐ
働
組
す
zoa
-

a
ph
"
し
.
‘
絹
AW
も
喫
施
し
て

h
a
?

・

• 
咽和省"手.-tl.薫.処理.者ー覧表

平
揖
西
が
置
勝

i
!・

5
i
:
 

徐
の
岡
修
を
逼
C
て
糊
互
の
ふれ

f

a

号

、
る

E
T
，

自

2

Z

E

+

人

vt

i
!日

出

聖

書

官

十

九
目

前

中
央
公
同
舗
で
行
わ

れ

t
t

i

i

i

a
量

ば
れ
た
む
人
ず
つ
の
ア
，，
S
7

2
2
一?
と
a
z

-

え

P
S
F
E
E

た

t

t

L
i

t・

z

g

Z

E

S

，

 

I
A
が
E
し
て
E
F
E

s

s

i

ι

二

:

q
t
伏
昆
公
民
・
ι
7
1
1A
に
は
-

am値曹とし
て
前
-
a
，
E
R
a
a
・
ら

れ

-t%

以

F

E

-

-

s

'

で
す
旬
。

私
企
・関東は
開
依
の

f
め
〈
じ
引・
習で
決
定
》

③
三
名
⑥
興
策
⑤
φ
-R⑥
合
同
.

m
望
阿
侮
⑥
泉
両
⑩
-zaR't・

省
鎗
剛

ω・・・・仙w
mw奨
金
《
中

i
v
 

る
ヘ

ト
ゐ
怯
臨
』

こ
¥
寸
6
1
 

旬
綱

J
i

b'
の

民
政
市
市
市
が

量
E
舗
に
よ
る
目

的
年
amaE
の
権
虐
」
む
の
ぎ
L

官

瓜
士
'
E

A

a
-
主

=

z

t

f

:

1
 

.
保
険
の
衝
度
に
よ
旬

今
隼
a

i
t
-
-

a
b
寓
ば
れ
た
計
六ム
守友
人
の
合

2

2

n

一

F

E
Z

-
明
X
E
庁
で
行
わ
れ
き
し化・

富
士
?
は
E

t

i
i
i
 

に
L
て
甫
に
提
幽
L
‘
市
は
ニ
れ

写
E

G

行
政

に

E

Z

-
王
議
中
国
文

-
化
相
ら
来
事

m
m
一
千
三
岡

支
銭
高
人

民
共
働
相
僧
文
化
"

-行
五
人
s
，.奥

富
市
を
硲
れ
市
役

型

車

句
関
L

で

E

E

E

E

K

L
日

主
化
掘
ら
は

日
中
文
化
実
aR・

A普
n-R土・明
会
長
】

z

e

i

し

た
も
ので

堤
.

の変
化
価値
の
来
写

は
昭
和
瓦
+
九
・

2

2

2

 

に

-E宝
↓
"
“
.

衡
岡
市
長
は
展

望
告
の幸

商
船
者
金
き
が
、
の
拠
血

ν
ル
パ
人
材
セ

'
e
'
l

策
智
子
さ
ま
の

ご
台
本
航
配
念
植
樹

-
盆
陣
屋
筒
£
掬
首

鋼
生
向
車
合
会
《
高
a
-

t

v

z

f

R

h

a

 

干
E

w

f

s

g

s

i

・7量生
2

5

目

さ

れ
た
z

a

-

-

阿
品

・

2

E

t

号

本

-
4ι
軍備
闘
し
さ
し
r‘

E

-

S

E

t

t

 

で

z

s

i

t

z

t

A

布

人

との
獅

衡
な
ど》

⑤
延命門
で
す
る
程
易
な
仲
家
《
醤

受
付
金
員
各
人
に
合
う
た
仕
-
-
一

具
の
簡
単
危
釦
み
立
て
、
造
住
侃

に
制
使
g
し
て
、
く
一
同
体
で
サ

一
の
'
つ
wb体
パと》

〈
セ
Y
'
l帽

・
慎
《
仕
布
V
一
⑥
司
・
4
山
岡
t
H
m罵
-
-
a
《盤観

@
・
単
作
他
大
工
佐官・a、.
R
修

一

伝
震
の
--am-
-建計・・幽明
》

幽"の仰.震

命渚留
守
a
F
守
・
蔵
官
'
の
酋司幽m

⑨
隼
配

布
陸
軍
宙
e
a
-
-e

A
-a
人
f
z・hh
は
V

て
名
-
R
e

一

市
内
wh
e
依
すE0・m則
と
Lて

⑨
厳
苑
の
健
M
-
h信
仰
鳶

《情
"

一大
ト
・
M
LLの
人
で

健
織
で
・

廊
木
の
手
入
れ
i
除
写
毎
日
£
一
《
・
姦
L
・
E
N
が
め
れ
ば
だ
れ
で

@
外
売
厳
司
‘
配
布
島

公
一

も
合
員応
危
れ
き
t



;

j

i

E

z
-
-
;
iZ
E
E
 

-
人
め・局面
か
ら
ペ
ゅ
の
a
-
a
・
日
午
前
九
時
事
t
E
q
-
-

-m
主
E
3
2
2
マ
一入二十五令

百一γme'・
ι
ます・玄nニ+一

手
・h
，.富

山An一
-t
一一日

t
+
-
m
の
-
a
H
A
M
泊
三
肉
-
n
t来隼-M二ιAr-Ha"--dむ"ニiAY闘"の鋸潤金.凶

;
-
!
:
人
品
J
a
i
-
時
t
i
t
s
-
T
一
平

i
I
1
2
・
6
4
・
浪
人
二
i
・
a
t

E
R
E
T
E
-
a
は
ni

l

-

i

EH

R玄
関
a
e
十
月
二
十
三
日
町
金
曜
二
十
二
n
t
，
n
-
十
開
"
の
鯵

臼
《
月
二
回
》
午
前
十
時
t
E
午
潤
・
眼
目
午
後
-
時
t
乏
一時三

《
現
亀
写
曹
の
場
合
は
金
目
》
・
十
人
・

内"は1ニ&ぱ
BP

心L
寸

EL

a曙
「合・---mス
ケ

mv，L敏

-
E
L
2
1
主
慎

重
正
E
L
n
二
十
四
?

‘

i

i

;

i

i

王
I
S
M
-
n

BRgu』関心肉ある人
Z'

字優一時4三一時事・匂
一一iar人
・

令

z

i

-

-

Z

L

;

i

f

a

u

n

t

a

Z

Z

2

2

 

Z

A

み

l

u

s

t

a

i

i

h

;

1h

署

員

氏

名

L

e

n

a

で

2

4

4

S
U

R
E
n
=

;

主

主

自

旨糾
・
2
E
E
-

-
t
2
E
E
-
人
隈

令

9

・e'a・，殴
旬・色野は鋤

濁
-

S
E
Z
 

E
E
-

-
L
2
2
白
E
初。

i

J

a

i

-

i

1

1

1

 

・sun-面似

1日

湯;tA~量2E濃場参事長...ー(frm""f."uM-.:ofI¥t-t. 
制帽.に回目叫1t..11.1Iallo::.t'.
・附ιU'.. 叫 n1:t<'仙のH
四l."(，. ~.t....られる;:..t:~:...，'1". tr;." . 
酬の@同 "'.....-，..'\"~，.，. ，→ー凶z ・
金問削叫bれ H んが山川噛

辺環巾し込
'
h

は
往
復
は
泊
き

ι"

ま
t
E
I
2
2
電

草
場
事
L
て
五
月
十
六
日

1

2

・tE
三
官

制過の場合は袖週
-uaき

一枚広一人・
sza 

E
Ads
 

E
'
Z
R
一千自

主
主
t
R
z
a
"

午機}時t一一
一一崎学-
-am中・
7

MRぱの六+克au土句人五十

人・婦人噂・

花月一一
T

八日d

来年士月のu-un--岡本曜日午

i

T
正
午
・

1

z

ka人開十人
・

観
宇
t
f
Z
5

二十二日tじ
月
一一十開闘の“.

潤6d槽
M午網Lr嶋t十一時

字・二iLT飢
《'tは三
J

肉鹿

児》
・7
4
3
6
2
 

所

電気弐1U>."。岡野住

• 盆思貧

酬

青

z
i
a
 

初・ER舎包a-a重

大月三u

d
十
一
品
目
E
水
腫

H午

前
九
時
事
1
一
時
せ
成
人
二

十関全商
品
エ
2
2

H

d八月
阿川の“即刻火贈H午後

-時幽Ft=一一時
千
克
t
a以
ιE

2
2
下
関
令

岡原盟・

一
10'00--1同

問"岡《利|
1炉問

"，・凪《火〉12

町!
s
 

i
i
?'
 

tMtt↓月上
一三闘
の
E

・曜日令値梶
山崎t九時・島市内

E

E

E

T

Z

 

人二十五人
園

i

E

I

 

i

i

一
i

i
六
月

絹副支仕-
a
『怠らシ

-h-五日if十一nt三aの毎週金

2
l
vL
2
I
H
S
-
咽
日
午
後
+'
?九
司
自
在

午俊一略奪t一三時専・内a砲は佐在.町二十互依支での人

a
a
f
t
-
審
理
二
十
玄
人
・

制作
Z
Z
L
1
E
日

i

E
9
2
・
S

E
t
a
i
;
人

八

'λ・
Z
L
込
み
は
i
p
t
H
S
で

に

z
t

rι込a
M
E
M
E
-巳
獄

事
高
氏
名
E

z

i

i

一十

二M
gでに
6

・
で・e'狩

i
-
Z
E-

-

一伎に一人眼。.

i
l
i
-
-'
 

空
三舎
「零の山野草-R

ji---i:!
 

一一一笠公民聞の自主グループ

証
言
a
a
E
E富

士
E
山
野
Z
L
主
T

，に開催Lま?。

3
・
百
九
日
3
1

日《日》午飾十時，午姐健闘

車
号、ゐ・
2

さ公民館

Z
E
-
r
u
T
一

.

・δE
Z

措輔自陣公醐

健闘醐

同""剖 110'00-12細

川I!f;1I(ωi10ω町 Sω

同制岨I10'00白山払
刊 111(11)1仲間

附&
-ma胃偲

ーえ
ぷ

‘
.
2

備

な

き
・
で

に
ま

『理

会

を

〈
a

・

大

法

EZL

花
槍

をつぎ

菊
議

の&お

-
E
唱・

嗣聞
-e

g--M

ます
e

a
m
i
-
-
K
 

2
2
1
S
2
2
 

2
4
亀
高
7
A
S

と
ん
畿
L
a
t
H
a
a

合KRの久保利apia--m寮
A-F

4
2
2
2
k
て
重

" .叩 110，0)叶咽

."・11<*)， 10品川
IlIlls(....) 

z

z
f
n
-
悶

i

E
4十
八
日
め
i
u
午

;
L
一
言
は
主
一
二
年

生τ
-E
一
一一時t附臨時は
小喰
丸
。
，

t
‘Z
A
聞
は
ニ

i

A

円・a-"''7
プ
月
七
“

t十

一月
二
IH
a
a
品
4

・明九時手t十一時学。小零周

ae大
写生二十流入
@

ス
-
q

，aTク
‘，プ

大ω
月ヒU

2

十一月4五日の
品目
宣

言
主
九
時
守
J
一時

3
2
7
i
一
手
五
人・

園

E-a重

大n七
Htf

4
E
S
-
Z
H
T
年

.九時嘩FtLr-時-FS小?主

関隼生
三Lr五人
ι

i

f

-

-

時
八
月
は
皇
室
サ
白
叩し

ま
は
2
2
2
2

蜜

2

2
書

官

-

E
E
t
《
E
t

z
u
Z
名
Z
S
を

.
‘て
五月十九日までに開

・ヘ《電車も
d

町】・e・e

.，散の
a
と
き
は
柚
曙

た

'aeには網澗&慢"で一側企
aa危ど
マ
-
m
.‘"

E
L
i
-
-
A
1
3
2
2
品
』

-鋤
晶WM噂
a
u電磁で市嶋定一加人
・
"u自己働組三

-m
《・・
--司↓》ヘ・・

字ど・舎wa鳳
掬
遍

-m・・

1

I
'
H
i
l
-
-
章
一
一
耳
目

舗

に

面

白

vz
f
f
ど
も
会

z
n
E
14Z
E
Z
a
z
a
品
事
2
十

E

i

z

-
子
ど
も
2・

買
は
L
Z
主
人
で
時
に
量
な
賓
館
E
Z
危

闘は午後↑章t闘争・

6

2
・
喜
F
Z
O
己

負制
・
2
上
2
H
a
Z
2
U

2
5
に
Z
L
1
・
8

2
2
2
E
に
作
所

t

E

E

t

 

，
ども命名《ジ轟轟ア'

f
j
i
 

'慢使mika罰金毎月

"-m坐
骨
幽
m

，
M
代
名

舗予・干の陪か帰属子ども会

Z
E
S
E
-
t
 

自
も
君
主
主
、

ずれ‘亙Rす蕊目前剛健

晶mvまでに市凶・人育少年待

合

Z

像文略宙開

-IH
---

一一一一》ヘ
R

事

e
-5unUH《日》午

前
-
情

E
?
量
官
昔
話

明
水
山
岨
司

・時
包囲守閣綱駅頭側

E
公
届
側
側

c 
唱
子
ど
も
会
育
成
唱

唱
の
鷹
習
会
な
ど
t

E

Z

E

i

i

 

動

m
Z
Z
Z
ぎ
し
て
つ

E
害
者
会
長

E
品

産
量
す
固
ジa=
1
1
7
Z
E

-
-
x
M
t
章
一
一
買
の

陶
工
広
曜
の
2
2
2

・xaa-@初障は小僧
'K年生

T
A
f
人
軍
t
s
r

a⑥
』
r

樋は中級修
f
情
"v

・a

・

-yy
プ

家
庭
教
脊
学

Eaw

-智健全

銀
生
を
募
集

四
百
十

一
-
z
i
f
E

W

マ・・1LE--RLても
aZ7・

2
で
t
z
E
t

s • • E 
-4 
す

り置L命、bgaじてお定、

に
m
m
S
め
よ
り
t
E

書
2
3
品
η
3
4

伎
と
も
白
人
4
1
1
-

i

i

z

i

t

 

預か噌て〈れます
・・-m続四
a

aはは
が
t
住
所
氏
名

年齢電賢番組旬ve--ー‘てそれ

?
よ
し
〈
2
2
コ

【あやめ地家島-m・関学血事
】

と
s
e
-
M
・M
・-斗
-ik

・lt午.

?
と
!
?

avめ池小学後
《めやめ・a同九

rH
倉田
自

z

t

f
q
A
2
2
ヘ

五月。友凶重でにa・でa

【怖・史家廃aw'極官
】

と金、目毎月第一金岨伺q・九

臨時学t十
一時
幽F
VK』ゐ・荷

重要小学佼《信ふ辻町

・@二

乞

4一周》
V山VL込み・

-こと
ば
の
Z
L
ヘ内

【
ひ
か
り
淑
血
-
a
a胃
乍
鴎
】

M
E
-
-
E
E
r
M
 

OOじむOV
V附L込
z

f
z
z
t
Z』

《・MW大関パ司》へ・

f
三

HAムエ
V

E
E
E
 

例時
はaa"す
れば

制同住・2
掌働駅伝どの，，プ

桝齢聞はMSめまぜん・体4信

組耐用調働憶をef使用
・

2
2
よ
3
4

事、• 



餅仰7号 奈 良 市 民 だ よ り

空 事 i :L蓋 是 =2iJIJEと l) や 十の t 書 タ▼ 点l申せ 暮 書 レ上 火I.IJ】 の日tと Jf■ 十 Jr+■ 十 十三 さ立 iqの ▼火 Nf'タ川 FIH L レナ 洪 h]r Jlは イ▼′､書中 ～か 日 日 ど■雪 墨筆 菱 腔 準 騨 描 董 闇拓 大な 123丁5 … き ; 登 至 芸 至 柔 …至芸至要
吉瓦 )⊥ rJ】 t た ...

ら十- ■El力■ 一lて * LZRくい 書 の+.子 与を F托せ■ t +く運 f=○え だ在 'lT十 十 tg ;I:む予て7-Alr▼■､■セロ振子窯 ち 呈 悪 法 ′ hL■▲十

JIih1特早t▲lIEL 葦 蓋≡冨芸 も 惹 重 量 等 三重 孟 貢ぎ薫 … 芸 葦 喜

貢ウiLの で 米和書 月 上 円 & 人 しkJJ■ヽ′】閲とI■■■■′】+妄l一 1f古喜至言r: LLT1l - lfE■ ▼器 L一の 氏+ + tBI ､ 竺 嘉 空 軍 二L】こ い ′ヽ 一速 ま き章 二生 FlとJl 中*却 ▼ の Zf由 実 そ Fll外 字 の 'や 金 他 人l一十 .~l▼十JI+ iけ が tて 文 fい 冶 l■Iる 十 〇人 るは他対の 明 ttiF++I+萱童巨 ヱl必 I)ち (七一 舘■ こ k L flJt暮れ促 ､以 方1Lに■ 十■ 十l= 芋 軍 莞 !IL貰蔓真 之悪 警 手1
こ お 坂 内 牢萎 . L>I+､午後

特十 … … 薫 きf百

d>L 】く◆★十 十 挨 お klに -用 tEで 且 n● ■ir午四 iIt ､J1.暮午IL事■‖■七 .ウニ*Jlq 甘 JE■ l十妄 買 号 室l■ 了E . fE) 汁 JtL1■ L1■ =■ ー

eLt ■ ★ 乍二I 日

◆ ■て ミ : 壬 舟 t r】n Ell中量実害 歪 だ 莞 実 幕 宗 栄 華■ ぎ とJt芸 4 '

吋 C3It点○あ^ Y-オこりFVVIIt十 f E]Jr･l■十

十 書.ヽ十辛-I+I,ツ土■一 臥 _yfポ ム 金 tjL J 代 7* y ■ ■書■へ もS 巾a) 名 し義 孝 護■ lL◆

タも 〉セ lb4 年 +い IbにT ^ *} l▼■ 午pfLL～*=+∫L. む は ～空 っ ■-況 rlと煉 八 二lこ己 書 T r>.E氏 u uウ刈 o外 円状 ○ト の 符号 賀 17:空 言T は も の Bt十t H+ A 等 差 等辛 み ○I +■ 十一一JAp.I,十I,l= う Z】｣ i十 ■ .▲味 Jこt FF三

誉 章 等 孝 ,:戸ilg六 も企 H J日 1 ( 托 (七 d カ〟) 〟fl わ七 描 6内1+ 十し 1+上 Fil 一

二 市- ◆､ノ人 毛十稚itlt 人せ き▼ と午 き 二杜畠… 空 言 蓋 1五重

の が で至芸 ≡ … 写十 ∴ ^ LlL L++'の 人■ 十 ■三吉葦 Ej ] - 用で し)+ItLi-uJ(み 戸
市ほ ほ で任二 五 十千 一十 1 7Lと ( Cく月

L▼済*淀^岳rlt+lt■'二に 人f-Jlが I ++ 十 一三 汝■ 三､■I1･jiI半手 心ヾ ■い ざ Hハ+日+;し二: 漢: めら閥:▲で:うe ミ:E土門 真;と十†: し:て fi ≒-～- ≒∫1 ≧l■ 手書 主rL Iと1 子 吉 蓋 誓3'三 軍㍗ i上二 のITElワ不( ン用Ot 火 ワ犬･専 一

ンの六 条 七 野､- 良 ソ犬t鎌 J 化= 莞 2.1品で ( 五 く一朗 F～JlI=･̂ .+ + A 国ワンワンセンター t ILr'!■ 'ん* 事 '盟 L'かJ&用 つtLA EE法 一.!JFn+ I酉 年 二.

､Elも.♯ ′､奉 .-

だ 大 ､大 東 さP ■蛮 17い1!帝 L 'ミ一匹 .Y, と l ぎ富tF市 ■ 十 ■ ヽ J.+ tf:T** 瓜 ▼ ( 1--加 ▼ と FlとJt* 対 こ 一 八も見辛 ろ の J1■t 暮 成 写 ヘ 月茎 T i=善 品 で ≧た兼 ,火 . ru･ ケ女 史 度 し妹 . , く Jf哀 しいt広

{帥

児
童
享
当
受
給
の

所
得
制
限
額
変
る

1

5

z

e

--
人
以
上

一
言

し
て
h
f
に
草
さ
れ
る

一
f

i

?

-

t

一
得
制
限
舗
が
左
災
の
と
お
り
倹
重

一
り
ま
し
た
・

一

所
得
制
限
価
額
@
E
夜
中
の
鉄
.

一
穂
族
の
散
は
昭
和
六
十
一
年
当
時

一
長

;

z

i

-

-
日年
分
の
飽
所
得
(
飴
与
所
得
省

一
は
総
与
所
得
銀
除
後
の
金
餌
》

・

一
現
在
高
を
受
け
て

i

↑こ
の
錫
殿
庸
酬
し
宮
岨唱
え
て
ー、
る
場
合

一
は

目

以
後
の
Z
は
受
付
R

一
ま
せ
ん
。
}
i
1
1
1
4

一

な
お
こ
の

5

訓

ぷ

-
E

i

j

 

一
た
人
で
も
鋤

で

‘

L

M

一
務
先
で

年

金

下

十

帖

l
叫

一
〔
厚
生
年
金
削
除

S

U

M

-
険
な
ど
〕
に
加

2

制

蜘

一
一
人
し
て
t
る
場
丁
十

2
一
日

一
合
は
特
例
と

1

m

ぷ

て
てZ
Z

干
「
自
主

一
観
@
の
‘
閏
内
。
]
ム

J
S
V

-2
-
n
j
 

一
a
E
H
F
-
室
崎

一
劃

里

奈一

t

融

耐

空

-
E
争

当

の

岬

附

型

受
鉛
桜
当
置
で

「
lト
ト
ト
ト
じ

E

Z

主

け

て

L

R

A

j
2i-

蹴和62"f5月 'Uりよだ民市良"""号
也
幾
重
経
常

VJ

i

r

-

-

一

!
i
 

手

オ

E

f

t

-

t
-z
写
三
月
の
m
m
第
三
引
幅
引

午

前

十

時

J

5

3

・
心

高

官

兇

左

そ

の

E

E

E

V

V
上

映

E

l

:

プ

リ

γ

タ

ν
4
マ
l
タ

ν
4
マ
l

a品
-zfh」
2
0

写
真
敏
重
と
き
・正
月
t業

主

万

2
2
4午後

T
H

E

-

一
一
一
》

L
て
〈
だ
』nel--

【受仏
桁
安
格
】

③
十
八
歳
末
a
の

兜
怠
が
ニ
人
以
上
lb
る
』
と
V

二
人
め
.
合
・
第
二
子
A
B
昭
和

五
1
八
年
関
川
ニ
H
以
後
生
，

れ
で
あ
る
こ
と
マ
三
人
以
上
め

?

昭

和

五

土

=

E

2

2

3

2

1

含

ん

で
L

き
-
b
②
上
an
の
昭
聖

十
二
一
匁
貨
の
所
得
制
限
値
観
虫
丸
備

で
あ
る
こ
と
@

ヘ
同P
S荷

福
祉
奨
学
金
募
集

・
・
ほ
5
月
初
固
ま
で

士
聞
で
は
a
佼
e
b
入
学
な
と
の
在

ー

を

対

象

民

6

1

2

実

Z

の

契

2

1

z

・

9
・

T
ま
す
@

1

2

2

酒

考
の
う
え
附
和
六
十
一
一
匁
債
の
奨

学
生
密
検
定
し
ま
す
。

Z

S

E

E

-

-

n

t

 

三
十
日
に
必

i

t

i

i
f条
A
Z
--

H

・
a・
-
一
一
一
V
へ
ゆ
舗
し

て
〈
だ
き
ー、@

写
伝
説
鴨
絡
】
①
争
校
級
a
R
W怯
応

u
a
め
る
a
等
写
佼
《
宵
争
校

t

E

2

7

E

毒

事

E

む
v

a

Z

早

俊

也

大

寺

zza

〈
》
の
草
書

J

f

E

E

修

学

自

主

え

て

ま

し
て

L

i。

t

f
一一両
手

百

四
十
五

人
v
'

m
E
機
初
、
フ
ィ
ル
ム

2

?

と

は

B

A

I

L

込
み
闘
は
が
'
に
住
所
氏
名

員

喜

需

り

閉

ま

自

を
占
E
I
、
て
玉
川
1
LaNezて

ι必

着
で
伺
宅
ン
タ
l
へ

持
務
脱
税
務
桜

③
傑
厳
宿
泊
昭
和
六
十
二
銃
一
月

一
日
以
降
引
き
続
舎
市
内
に
居

慨
し
生
前
保
憲
法
に
哲
ず

る

i

i

G

i

p-h比
'
ず
る
入
。

【
N
U
費
・
鋼
】
福
祉
旋
す
吐
銀
m

Z

E

E

E

S
《
世

俗
+
品
名
続
柄
が
表
示
さ
れ
た

喜

金

偵

の

f

u

z

z

吻
-R

E

付
金
E

R

Z

校
生
五
千

円
ト
入
学
生
ヒ
千
円
・

【そ
の
他
】
市
均
支
給
す
る
他
の

i

t

t

f

は

対

象
外
で
す
巴

六
月
の
験
鯵
盲
慣
に
よ
る

銅
山
3
m犠幌

?
の
早
期
発
見

f

め
ざ
し

5

に

よ

る

検

号

つ
ぎ
の
日
空
行
、
1
・

a

，
間
十
E
上
の
人
主

カ
月
以
内
に
鴨
修
x
a
を
厳
司

た
人
と
M
M
‘
は
除
〈
》

マ
山干し

込
み
国
五
月
二
十
日
ま
で
に
市

衛
生
薦
委
た
ほ
阿
保
.
宅
ン
タ

ハ
ー、
rれ
も
盆
@
一
一
》

へ
電
舗
で
マ
時
間
・
各unkCAも

午
前
丸
崎
学
ι
f
A
T
臥
同
学
マ
"
-

E
開
AT
t
'
1
九
倉
は
五
百

門

仁

十
歳
以
上
の
人
《
必

r

E

a

喜

S
Z
2保

雀
市
民
側
亦
-
a
拠
吹
備
の
人

は
無
料

ハ曲叩
L
込
み
時
じ
血
中
し

し
て
2
・
時
聞
は
午
後
語

学

t
四
臨
時
手
ハ
"
雌
日
は
休
み
三
品
衛

官
は
E
で
開
セ
ン
タ
ー
ー

E

i

L

両

1

2

6

u

 

Q
F
E
z
h
n
生
以
下

の
子
お
よ
び

z・
の
た
め
に
来
年

一一
-

1

で

E

Z

E

f

ぉ

E
R
a
翼
線
庫
金
聞
き
ま
t

実
踊• a・
修
月
第

三
五
随

幽
b
Z
〕
@

6
M
1
日
《
R
〕
白
老
五
守
町
州
勝
守

開

2
R
(火
》
島
県
J
q
学
校

開
3
日
(
水
》
策
西
中
乍
納
氏

?

日

ハ

主

主

E

喜

開
S
U
ハ
金
》
学
園
大
劇
町ハム品開

舗
欄
間
1

2

2

t

E

Y

タ
ー

岡山
M
U
《小
iU
左
官
厳
山
商
集
会
所

岡
山
H
nR
V
二
名
雛
ゲ
丘
公
民

館?
t
t露

関
口
日
ハ
ホ
v
a
胃
組
作
集
会
所

Z

H

5

2

き

丞

』

H
H
概
氏
宅
前:
!
 

所
開
n
M
m
月
U
畠
タ
セ
ル
ハ
イ
ツ

第
二

5
2
8

悶

1
目》

向
羽
目
〔
月
五
f
間
車

両
初

日

S

型
車
飢

C

一1
7
N

E

E

-

-

E

 

f

i

z

z

の

Z

E

S

F

E

J

 

Z

m

a

t

z

o

-

@
 

日
制
は
つ
ぎ
の
遍
9
・

i'月の
毎
週
木
f

it-一32

者
・
四
十
歳
以
上
の
人
阿
十
人

日
午
後
千
四
時

E

E

毎
月
第
二
図
書

日
午
後
一
時

L-
Z向

EE青
空
三
事

目
今
後
-
時
よ
二
時

-
押
鎗
也
属
鹿

徳川
n
-
m
-
=
一
本
棋

日
今
後
二
時
t
四
時

2

2

毎
月
翌
三
土
曜

日
午
後
一
時
v
t
士
一
時
郁
子

i
i
i二

園
水
型

2
4
7正

午
午
後
-
時
f
四
時

i
i
-
J
 市

省
住
宅
の

市
住
宅
嵐

入
居
者
，
a

っ
て
条
大
路

空
γ
日

喜

一
二
一
V
で

は

E

E

i

t

t

j
f
t
 

i

は

一
種
住
宅
の
第

J

E
旬
市
宵
住
宰
《
州
本
北
町
二
戸

;
i
i
 

戸

空
-E

E

E

《

ニ

/
J
S
 

ww
山
中
L
込
4
・
z立
一
干
日
ま

で
は
E
で
同
士
タ

L
・

22の
里
見
考

R

g

a

《

Z

E

t

a
。
》
成
人
病
に
つ
L
て
勉
錯

し

こ

れ

事

S

E

A

t

E
富
も
あ
;
宅
会
場
は

主
公
民
F
E
公
民
舗
で
H

E
は
つ
ぎ
の
唱
草加
ツ(命
n
y
ヨ
内
ヒ

i
i鋼工

プ
n
t
N
岡
本
ハ
七
月
一
日
H

a
v
a
演

「
民
人
備
t
r
m
と
M

t
2
4し
苫
V
六
月

z

t

来

七

月

八

1

8

2

『

1

3

1

2

E

E

釧

雪

月

一
干
岡
町
・
士
七
月
十
四
"

2
4草
食

事

2

・tt
空
軍
t
長

t

z

&

品

主

以

上

の

人

軍

人

n

t

t

依

t

i

s

-

量

申

し
込
み
ま

佐
馬
氏
名
年
齢
、

は
が
き
己

希
相
会
場

日
午
後
一

T
一号

2

8

語

字i
:
z
i
 

U
午
後
二
時
t
周
時
v
e
m
貨

は
子
の
λ

E

2

U

2

2

2

 

t

語

長

崎

、

ず

れ

も
付

2

1

i

i

i

 

E
の
2
2
A
め
き
す
。

申
し

込

み

は

2

2

2

a

E

住

所

官

主

主

1

5

i

L

て

閉

館
ヘ
a

名
町
)
一
戸
で
す
・

酬明
し
込
み
は
五
月
十
ペ
u
t
ニ

-

2

2

1
-
H
a
申
し

込

A
E話
住
宅
T

g

事
E
需
で
五
月
十
一
日
t

二
十
E
E
f
捜
し
ま
す

山
即
L
込
み
閉
L
合
わ
ぜ
は
佐
佐

繰へ
。

ま

主

主

音

一

ー

ま

で

に

同

セリ
J
a
p
-

ヘ
・

康

人

E

E

同
十
館
以
上

f

i

s

t

g

に

百

一
十
日

S

E

L

l

@
側

議
し
た
、
万
は
電
極
で
阿
色
ン
a
p

t
へ
予
豹
L
7
5
L
・
受
付

乱
開
閉
は
午
後
一時
掌
t
二
一
時
不
o

i

i

s

i

 

以

上

の

人

S

a

z

-

-

品

a

Z

な

と

砲

に

つ

L

E
t-vf 

と
き
・
五
月
十
四
日
《
本
》

q

t

f

E

t

v
申
し
込
み

'
E

で

T

1

1

へ

@

目

標

g

S

1

環
澄
の
場
習
舎

a
v
p

語

t

言

語

大

路

町

-

二

盆
@
五
五
五
三
V
A
H
家
前
九
漏

;

2

2

よ

う

に

聞

き

毒
ず
・喜

四
五
月
一
一
E
t
二
十
二

日
午
前
九
時
事
t
E
f

t

-

A

幸
福
主

主

2

1

E

h

人

。

で
き
た
ら
こ
街

人

主

2

22な6
2

・
ニ
f

五
人
マ
特
色
物
・
タ
才
ル
石

け
ん

b
勺
ぼ
ろ
，

u
n
a
軍
配
用
具
。

-
X
直
前
橋
息
衝
は
は
S
き
に
住

所

民
名
生
隼
月
日
電
話
膏

i

L

て

i

z

i

n
十
育
委
で
に
巳

猶予
と
八
月
一
日

ハ土
V

一
一日

〔
日
V
の
'
l
u'
t
e
-vyプ

?」
t

市

1

2

2

早

2
・EE占人

z

z

e

i

?

に

語

E
E
自

主

、
て
五
月
士
↓
日
ま
で
に
必
倉
で

岡
宮

へ

@

斯
開

'
ト

…

ヮ
，

m

，
包

1

ワ

…

Z
吉
野
犬
化
直
ぐ
た
め

のヲ

ν
ワ
ン
e
y
タ
t
が
五
月
十

一

百

5

Z

保

健

所

長

本

北
町

曾
翌
二

E

v

t

m
か

れ
ま
す
@
不
用
犬
は
鍋
て
な
L
で

E
九
時
t
十
時
量
れ
て
8
て

く
ど
さ
ー、。

ま
た
犬
の
ほ
し
L
人
は
午
前
九

時
i
品
"
に
来
て
く
だ
さ
L
.

み
入
の
嗣
ー
、
方
象
留
孤
の
あ
と
6
1

2

J

一

R

Z

E

主

&

起
し

1
・

映

写

箆

師

の

E
a
e伺

委
員
会

a

餐
成
嶋
習
会
土
'
JT
険

Z

E

S

t

E

の

と

れぬ
の
捌
き
ま
す
a

主

主

月

二

I

M

-

-
2
τ
l白
《
ム
き
午
前
九
時
t

午
後
五
時
《
二
十
九

日

は

a

a
の
み
午
後
七
時
v
a
z
t
v
v

f

t

t

s

《

』

開

7
5・R
在

高

幸

の

人

で

ニ

H

t

z

t

人

附

I
t

Z
般
の
雪
見
事
a

巾
し
ま

は

2

2

住
所

i
j
i毛

布

L
て
五
月
十

九

:
で
に
量

で

臣

室

Z

〔

こ

ま

院

商
一
T
u
-
-
-
一一

一
↓
》
ヘ
a

野
外
活
動
繍
場
へ

一
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

・
一

-
ス
ク
ー
ル
ひ
ら
く
-

tm
w
竿
d
'
~
d
・7
4
ア
崎
会

《丙
木
込
町
二
OX
U
市
宥
少
、

児

童

館

内

V

E
t

-

ァ

ス
タ
ー
ル
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
側

佼
し
ま
す
・
今
回
は
お
も
に
野

i
1
i
a
 

躍
で

E
"【

的
と
L
.
ま
‘
す
0

3
園
五
月
t
仁
川
の
毎
月
第

二
本
催
日
午
後
+
時
事
t
八
時

:iii:!?戸i
て岸壁じま主をi

i!t11iZ: 

日

五

2

1

2

一
引
一

の
旭
臥
を
予
定
し
て
L

「

し

ま
す
議
慣
に
よ
0
・本

T

Z

Z

-

t

f

i

e
 

f

-

z

i

B

 

師
会
へ
通
知
し
ま
す
@

2
h
a
d
a喜
危

五

は

「
何

曹

長

不

し
て

大
m
T
色
刷
し
て
削
L
て
〈

ど
さ
L
.

1

2

2

E

 

大
安
寺
西
2
a
v
大
安
'

E

主

主

主

一
五
二
き

盟
主
伊
良

5

i

z

z
 

a

土
毎
》

山
ゴ
一
、
ほ

決
め
ら
れ
た
鴎
聞
にi
i
 

決
め
ら
れ
た
喝
所
へ

闘
し
曾
B
L
・
-
う


	新市議44氏決まる
	奈良市議選挙開票結果
	地中海底の夢さめて
	ムード盛り”一年前イベント”前売券売り出す
	イメージソング披露　島倉さん、情感たっぷり
	5月11日～20日は　春の全国交通安全運動
	5月11・12日薪御能　今年は13日「法楽能」も
	62年度市史跡文化センター　主催行事ごあんない
	市民のこえをきく
	「住んでよかった！」77.5％　過去最高で市への愛着度も高レベル
	周知度・期待感ともに高い　シルクロード諸民族への高い関心も
	市民参加による市政の推進へ　65人を委嘱
	王蒙中国文化相ら来寧
	計量器定期検査
	菊作り講習会　菊花大会に備え栽培法をまなぶ
	児童手当受給の所得制限額変る
	大型有害ゴミ収集

